
 管 内 行 政 概 要

      令 和 元 年 度 

広島県西部建設事務所廿日市支所    



表紙の説明

事 業 名 都市計画道路 廿日市駅通線 街路事業

事業場名 廿日市市駅前～廿日市市廿日市二丁目

事業期間 平成３年度～平成３０年度

工事概要 工事延長 Ｌ＝４５６m, 標準幅員 W＝１６.０m，

道路規格 第４種第３級

設計速度 ４０ｋｍ/ｈ
事 業 費 約４１億円

『平成３０年度 広建賞（団体の部）〔事業部門〕受賞』 



目            次 

１ 管内の概要    

(１) 事務所の沿革 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(２) 管内の概況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(３) 人口及び面積等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(４)  気象（雨量）の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２ 組織及び職員配置状況    

(１) 組織 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(２) 職員の配置状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(３) 各課（班・係）の分掌事務 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(４) 防災体制    

  ア 広島県災害対策及び危機対策西部支部の組織及び事務分掌・・・・・・・・・・・・・・

  イ 廿日市水防地方本部事務分掌 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３ 事業費    

(１) 公共事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(２) 単独事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４ 業務の概要    

(１) 用地補償の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(２) 管理行政の状況    

  ア 概況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  イ 許認可件数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  ウ 許認可以外の処理件数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

エ 広島県アダプト制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

５ 主要施策    

(１) 施策の基本方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(２) 重点事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

  ア 社会資本整備の重点化  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(ア)  道路改良事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(イ)  交通安全事業  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(ウ)  河川事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(エ)  砂防，急傾斜地崩壊対策，地すべり対策事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・

(オ) 街路事業  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  (カ) 港湾事業  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(キ) 海岸事業  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

イ 社会資本ストックの有効活用  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(ア) 道路再生改良事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(イ) 土砂災害警戒区域等の指定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

1

1

2

2

3

4

4

7

16

17

18

19

20

20

21

21

22

24

24

24

25

26

26

27

27

30

31

31

31



  ウ 社会資本の適正な維持管理  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(ア) 維持修繕事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(イ) アセットマネジメント事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(ウ) 除雪業務    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(３)  廿日市支所今後の実施方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 ６ 参考資料  

(１) 交通の状況  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 (２) 公共土木施設の状況  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

   ア 道路の状況  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(ア) 概況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(イ) 道路の調べ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(ウ) 橋梁及び隧道   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(エ) 橋梁荷重制限箇所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

   イ 河川の状況  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

   ウ 砂防関係の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(ア) 概況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(イ) 急傾斜地崩壊危険区域・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(ウ) 砂防指定地 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

   エ 港湾，漁港及び海岸保全区域の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(ア) 港湾 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(イ) 漁港 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(ウ) 海岸保全区域 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

管内各市の紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

大竹市  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

廿日市市 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

32

32

33

33

34

35

36

36

36

36

37

37

38

39

39

39

44

52

52

52

53

54

55

56



- 1 - 

1 管内の概要 

(1) 事務所の沿革 

 当事務所は，昭和 4 年 4 月広島土木出張所の一部（佐伯郡）を分離して，佐伯郡廿日市町

天神（旧郡役所別館・現廿日市中央公民館の場所）に廿日市土木出張所として発足した。 

 その後，昭和 25 年 4 月廿日市町桜尾に木造二階建として新築移転後，昭和 56 年 2 月廿日

市第二合同庁舎（鉄筋四階建）に改築され，平成 5 年 4 月組織の再編整備に伴い，現在地に

移転した（平成 13年 4月 1 日広島地域事務所廿日市第一分庁舎に改称）。 

 その間，昭和 26 年 10 月のルース台風による，郡内の被害が甚大であった津田村（現廿日

市市津田）及び水内村（現広島市佐伯区湯来町水内）に，津田・水内両土木災害復旧臨時事

務所（S26.12.18～31.5.1 廃止）が設置された。  

昭和 3 9年 4月 1 日          廿日市土木事務所に名称変更。 

昭和 4 1年 4月 1 日          機構改革により廿日市土木建築事務所に名称変更。 

昭和 4 8年 4月 1 日          魚切ダム建設事業所設置。 

 ～5 6年3月3 1日         （56.4.1～60.3.31 魚切ダム管理事務所） 

昭和60年3月20日          五日市町，広島市に編入合併 

昭和 6 0年 4月 1 日          旧五日市町区域，広島土木建築事務所の所管となる。 

平成 1 3年 4月 1 日          機構改革により広島地域事務所建設局廿日市支局に名称変更。 

平成17年4月25日          湯来町，広島市に編入合併 

          旧湯来町区域，広島地域事務所建設局の所管となる。 

平成 21 年 4 月 1 日 機構改革により西部建設事務所廿日市支所に名称変更。 

建築課が西部建設事務所建築課に統合される。 

 (2) 管内の概況 

 当事務所管内は，県の西端に位置し，北は島根県及び安芸太田町，東は広島市，西は山口

県に接し，南は瀬戸内海に面する大竹市，廿日市市の 2市を所管区域としている。  

 面積は約 568 km2 で，県総面積の 6.7％に当たり，その約 78％が林野で占められている。

人口は約 144 千人であり，昨今，管内北部地帯の過疎化に対し，南部は広島市のベットタウ

ンとして過密現象が生じている。 

管内の地勢は一般的に中北部にかけて平野に乏しく，北部は十方山（標高 1,318m），冠山（標

高 1,339m）などの連峰が中国山地を形成し，中央部には，大峯山，横山など 1,000m 級の急

峻な山々が連座しており，これらの山々を源とする太田川，小瀬川水系の流域沿いの盆地に

集落が展開している。 

南部は瀬戸内海に面し，標高 160m 以下の丘陵地帯とその間から流れる小河川から運ばれた

堆積平野からなり，近世以後に発達した埋立地に市街地が形成されている。 

また，島嶼部には，日本三景の一つである厳島，本県の栽培漁業の拠点となっている阿多

田島に加え，無人島の 2島が点在する。 
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道路網は，南部沿岸沿いの一般国道 2 号，山陽自動車道，広島岩国道路及び北部の中国縦

貫自動車道を根幹として，陰陽を結ぶ一般国道 186 号を中心に県道が南北に連結している。 

河川は，県内一級河川 5 水系のうち，太田川，小瀬川の 2 水系が管内の山岳地帯を源とし

ているほか，南部地帯では 3つの短い二級河川が流れている。 

太田川は，北部の廿日市市吉和から安芸太田町，広島市を経て瀬戸内海へ，また小瀬川は，

中部の廿日市市飯ノ山から山口県沿いを大竹市に至り，瀬戸内海に流入している。 

 (3) 人口及び面積等                    （平成 31 年 4 月 1 日現在）

市町村名

土地面積（k㎡） 世帯数・人口 財政規模（千円） 

林 野 耕 地 その他 計 世帯数 
人  口 

（人）

30年度 

予 算 総 額

（ 当 初 ）

（A）

左のうち 

土木関係費

（当初）

（B）

(B)/(A）

大 竹 市 21.93 2.99 53.74 78.66 12,792 26,954 14,992,188 2,585,149 17.2

廿日市市 144.78 12.13 332.57 489.48 52,077 117,215 55,530,000 7,331,008 13.2

計 166.71 15.12 386.31 568.14 64,869 144,169 70,522,188 9,916,457 14.1

（注）人口は住民基本台帳による。 

 （4）気象（雨量）の状況 

（平成 25年 1月～令和元年 5月,単位：㎜） 

年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計 

25 44 92  79 110 145 286 174 216 203 278  61 47 1,735

26 39 49 157  89 122 136 357 458  94 126 67 66 1,760

27 96 34  96 182 120 244  92 205 163  84 185 111 1,610

28 60 109 70 291 204 483 238  81 272 165  95  92 2,610

29 53  61 54 186  47 217 195 101 228 403 19 10 1,574

30 50 36 196 117 209 180 422  71 339  32 27 92 1,771

31 20 70 109 122  52

（注）広島県日雨量年報（廿日市支所）による。 
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2 組織及び職員配置状況 
(1) 組 織 

（平成 31年 4月 1 日現在） 

主 幹
（事業調整担当）

( 2 名)

主 幹
（災害調整・土砂

法指定推進担当）

次 長 管理用地課長

(兼) 政策監 

参     事 管 理 係 ( 6 名)

（管理担当） 

主   幹

（管理調整担当）

参     事
 （用地担当）

用 地 係
（エルダー

(5 名) 
1名含む）

次 長

土 木 課 長  

維 持 係 (７名)

参 事
（工事検査担当） 主   幹 

（工事管理担当） 

参     事 
（工務担当） 

 工 務 係 (6 名)

厳島港整備課長            （4 名） 

計４２名  

上記の他に，管理用地課に放置艇対策嘱託員 1 名,用地嘱託員 1 名，土木課に工事監理嘱託員

４名，厳島港整備課に工事監理嘱託員１名       

事業調整・土砂

法指定推進班

支 所 長
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（2）職員の配置状況 

                             （平成 31 年 4 月 1 日現在） 

区  分

現             員 休

職

嘱

託

員

合

計

役   付 一   般 再 

任 

用 

計 

事務 技術 小計 事務 技術 小計 事務 技術 計 

支   所 1 3 4 1 3 4  4 

事業調整・土砂法

指定推進班 
3 3 1 1 4 4  4 

管

理

用

地

課

管  理 8 8 8 8 1 9 

用  地 6 6 1 7 7 1 8 

土

木

課

維  持 4 4 2 2 6 6 4 10 

工  務 6 6 2 2 8 8 8 

厳島港 

整備課 
4 4 1 1 5 5 1 6 

計 15 20 35 6 6 1 16 26 42 7 49 

（3）各課（班・係）の分掌事務 

【事業調整・土砂法指定推進班】 

01 道路，街路，河川，砂防及び海岸事業に係る新規事業の調整，中長期計画，各種調査 

資料の作成並びに取りまとめに関すること。 

02 市町の長期計画等との計画調整に関すること。 

03 都市計画に関する関係機関との協議・調整・情報収集等に関すること。 

04  災害に関すること。 

5 災害支援制度の調整に関すること。 

06 土砂災害防止法の基礎調査，警戒区域等の指定に関すること。 

7 公共工事の発注見通しに係る公表資料の取りまとめ及び作成に関すること。 

08 コスト構造改善対策の推進及びフォローアップに関すること。 

09 アセットマネジメント推進に係る調整に関すること。 

10 多様な入札制度（総合評価，ＶＥ等）の推進に関すること。 

11 事務所内「政策会議」の運営に関すること。 

12 市等からの要望に関すること。  
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【管理用地課】 

管 理 係 

01  支所の総合調整及び他所との連絡調整に関すること。 

02 公物管理引継の推進に関すること。 

03 公物の不法行為対策の総括に関すること。 

04 道路上における事故処理（管理瑕疵）に関すること。 

05 地すべり，急傾斜に関すること。 

06 土砂災害防止に関すること。 

07 採石法及び砂利採取法に関すること。 

08 道路占用に関すること。 

09 道路の復旧命令に関すること。 

10  道路に係る調査・報告その他の事務に関すること。 

11 アダプト制度に関すること。 

12 道路区域に関すること。 

13 道路の改築承認に関すること。 

14 特殊車両の通行許可に関すること。 

15 官民境界に関すること（道路，河川，砂防，海岸） 

16 河川に関すること。 

17 砂防に関すること。 

18 普通河川等保全条例（市の事務を除く）に関すること。 

19 港湾・一般海域に関すること。 

20 漁港に関すること。 

21 海岸に関すること。 

22 公有水面埋立てに関すること。 

23 国有財産に関すること。 

24 道路,河川，砂防，港湾，一般海域及び海岸に係る不法行為及び滞納整理に関すること。  

用 地 係 

01 土木関係公共用土地物件及び住宅用土地物件の取得並びに工事の執行に伴う損失補償

に関すること。 

02 土木関係公共用土地及び住宅用土地の取得に伴う登記の嘱託。 

03 未登記処理に関すること 



- 6 - 

【土 木 課】 

維 持 係 

01 道路，河川，砂防，急傾斜の維持補修（苦情・要望対応含む）に関すること。 

02 交通安全事業（歩道整備，交差点改良，標識・ガードレール・照明設置等）の調査，  

設計，積算，工事実施及び監督に関すること。 

03 道路災害防除事業（法面対策等）の調査，設計，工事実施及び監督に関すること。 

04 除雪・道路パトロールに関すること。 

05 管理用地課所掌事務（占用・改築等）に係る技術審査に関すること。（港湾，漁港，海  

岸を除く） 

06 大竹市・廿日市市への権限移譲の連絡調整に関すること。 

07 単独災害に関すること。 

08 アセットマネジメントに関すること。 

 工 務 係 

01 道路（交通安全事業を除く），河川，砂防，都市計画事業関係の調査，設計及び積算，  

工事監督に関すること。 

02 公共災害復旧事業に関すること。 

03 市が国，県の補助，事務委譲を受けて行う土木工事の指導に関すること。 

04 アセットマネジメントに関すること。 

5  建設副産物対策，建設発生土の適正処分に関すること。 

       6  公物管理引継ぎに係る調整に関すること。 

【厳島港整備課】 

01 港湾，漁港，海岸（建設海岸含む）関係事業の調査，設計及び積算，工事監督に関す

ること。 

02 港湾，漁港，海岸（建設海岸含む）の公共災害復旧事業に関すること。 

03 港湾，漁港，海岸（建設海岸含む）の維持修繕（苦情・要望対応含む）及び単独災害

に関すること。 

04 管理用地課所掌事務（占用・改築等）の港湾，漁港，海岸（建設海岸含む）に係る技

術審査に関すること。 

05 アセットマネジメントに関すること。                
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(4) 防災体制 

ア 広島県災害対策及び危機対策西部支部の組織及び分掌事務

支 部 長  西部地域危機管理監（西部総務事務所長） 

副支部長  西部建設事務所長，西部建設事務所廿日市支所長，西部建設事務所安芸太田支所長 

（ただし，事案対策班を設置する場合は，事案対策班担当事務所の長（支所長）） 

支部会議    

（構成員）

・西部総務事務所長

・西部県税事務所長

・西部厚生環境事務所広島支所長

・県立広島病院事務局長

・西部農林水産事務所長

・西部農業技術指導所長

・西部畜産事務所長

・西部建設事務所長

・西部建設事務所安芸太田支所長

・広島港湾振興事務所長

・広島水道事務所長

・西部教育事務所長

・西部教育事務所芸北支所長 

・西部県税事務所廿日市分室長

・西部厚生環境事務所長

・西部保健所長

・西部建設事務所廿日市支所長

・小瀬川ダム管理事務所長

総括班 

班 班  長 班  員 

総括班 西部総務事務所次長（兼）総

務課長      （広島）

各構成機関職員 

西部総務事務所次長（兼）総

務第二課長   （廿日市）

実案対策班 

班 班  長 班  員 

事案対策班 事案対策班担当事務所の 

所長等 

事案対策班担当事務所員 
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実施班（若しくは支援班） 

班 班  長 班  員 

総務班 西部総務事務所次長（兼）総務

課長 

西部総務事務所員 

西部県税事務所員 

西部総務事務所次長（兼）総務

第二課長 

西部総務事務所（総務第二課）員 

西部県税事務所廿日市分室員 

県税班 西部県税事務所長 西部県税事務所員 

西部県税事務所廿日市分室長 西部県税事務所廿日市分室員 

厚生環境班 西部厚生環境事務所長 西部厚生環境事務所・保健所員

西部厚生環境事務所広島支所

長 

西部厚生環境事務所・保健所広島支所員 

県立広島病院職員 

農林水産班 西部農林水産事務所長 西部農林水産事務所員 

西部農業技術指導所員 

西部畜産事務所員 

建設班 西部建設事務所長 西部建設事務所員 

広島港湾振興事務所員 

西部建設事務所廿日市支所長 西部建設事務所廿日市支所員 

小瀬川ダム管理事務所員 

西部建設事務所安芸太田支所

長 

西部建設事務所安芸太田支所員 

水道班 広島水道事務所長 広島水道事務所員 

教育班 西部教育事務所長 西部教育事務所員 

西部教育事務所芸北支所員 

１ 総括班 

班 長 分掌事務 構成員 

【広島地区】 

西部総務事務所 

次長（兼）総務

課長 

１ 西部支部の運営ならびに西部支部会議に関すること。 

２ 西部支部構成機関の行う応急対策実施の総合調整に関

すること。 

３ 対策本部の指令または命令の伝達及び情報の収集・伝

達・整理に関すること。 

４ 市町及び関係行政機関との連絡調整に関すること。 

５ 自衛隊等の派遣要請に係る情報連絡及び現地派遣部隊

の現地における活動の調整 

６ 地域住民等への被害情報の提供及び被害相談に関する

こと。 

７ 他の対策支部との連絡調整に関すること。 

西部総務事務所員     ２名 

西部県税事務所員    １名 

西部厚生環境事務所 

・保健所広島支所員   １名 

県立広島病院職員    １名 

西部農林水産事務所員  １名 

西部農業技術指導所員  １名 

西部畜産事務所員    １名 

西部建設事務所員    １名 

西部建設事務所 

 安芸太田支所員    １名 

広島港湾振興事務所員  １名 

広島水道事務所員    １名 

西部教育事務所員    １名 

西部教育事務所芸北支所員１名 



- 9 - 

【廿日市地区】 

西部総務事務所 

次長（兼）総務

第二課長 

西部総務事務所員 

（総務第二課）     ２名 

西部県税事務所廿日市分室員１名 

西部厚生環境事務所 

・保健所員       １名 

西部建設事務所廿日市支所員１名 

小瀬川ダム管理事務所員 １名 

２ 事案対策班 

（１）ライフライン事故（断水） 

班長 分掌事務 構成員 

西部厚生環境事務所長 １ 事案対策班の総括に関すること。 

２ 本部事案対策部との連絡調整に関すること。 

３ 支部総括班との連絡調整に関すること。 

４ 関係機関との連絡調整に関すること。 

５ 厚生環境班関係被害の情報収集及び調査に関するこ

と。 

６ 市町の応援給水への支援に関すること。 

７ 飲料水の衛生確保及び健康被害の防止に関すること。 

８ 事案対策従事者の保健指導に関すること。 

９ 災害対策用物資（備蓄物資及び協定に基づく生活必需

品等）の提供に関すること。 

10 義援金・救援物資の受付，配分に関すること。  

11 断水地域の医療及び助産救護に関すること。  

12 社会福祉施設等の被害の情報収集及び援護に関するこ

と。 

13 被災時の福祉避難所における要援護者の支援に関する

こと。 

14 被災時の在宅における要援護者の支援に関すること。 

15 被災地の防疫に関すること。 

16 環境汚染事故の対策及び指導に関すること。 

17 公共用水域の水質保全に関すること。 

西部厚生環境事務所・

保健所員 

（２）渇水 

班長 分掌事務 構成員 

【広島地区】 

※広島市，安芸高田市，

安芸郡四町 

西部建設事務所長 

１ 事案対策班の総括に関すること。 

２ 本部事案対策部との連絡調整に関すること。 

３ 支部総括班との連絡調整に関すること。 

４ 関係機関との連絡調整に関すること。 

５ 建設班関係災害の情報収集及び調査に関すること。 

６ ダムの貯水量等の情報収集及び運用計画に関するこ

と。 

７ 土木管理施設（空港・港湾等）の使用に関すること。 

８ 河川の水位，流量などの情報収集に関すること。 

９ 土木部関係災害の情報収集及び被害調査に関するこ

と。  

10 構成員となっている渇水対策会議関係の情報収集に

西部建設事務所員 

【広島地区】 

※安芸太田町，北広島町

西部建設事務所 

安芸太田支所長 

西部建設事務所 

安芸太田支所員 
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【廿日市地区】 

西部建設事務所 

廿日市支所長 

関すること。 

11 都市施設の渇水対策及び指導に関すること。 

12 都市施設関係災害の情報収集及び被害調査に関するこ

と。 

13 下水道施設関係災害の情報収集及び被害調査に関する

こと。 

14 渇水対策（水源確保）に関すること。 

※１ 過去の事例：水源確保のためのダム掘削や矢板の設

置 

西部建設事務所 

廿日市支所員 

（３）重大な感染症の蔓延（新型インフルエンザ等） 

班長 分掌事務 構成員 

【廿日市地区】 

西部厚生環境事務所長 

１ 事案対策班の総括に関すること。 

２ 本部事案対策部との連絡調整に関すること。 

３ 支部総括班との連絡調整に関すること。 

４ 関係機関との連絡調整に関すること。 

５ 厚生環境班関係施設の感染予防及び感染状況等の情報

収集に関すること。 

６ 県民への感染予防及び感染状況等の情報提供に関する

こと。 

７ 市町の支援に関すること。 

８ 必要な資材等の確保及び管理。 

９ 感染防御用機材，医薬品等の需給に関すること。 

10 感染拡大防止の方針策定及び治療・防疫対策等の最新

情報の提供に関すること。 

11 事案対策従事者の保健指導に関すること。 

12 医療提供体制整備の調整に関すること。 

13 協力医療機関，感染症指定医療機関との調整。 

14 感染症情報の収集（サーベイランス，積極的疫学調査）

及び感染症情報システムによる発生動向調査に関するこ

と。 

15 院内感染防止に関すること。 

16 医療機関との連絡調整に関すること。 

17 水道事業者の事業継続への要請に関すること。 

18 飲用水の確保に関すること。 

19 埋葬，火葬の支援に関すること。 

20 ホテル，興行場，公衆浴場等の環境衛生関係営業施設

における衛生確保対策に関すること。 

21 食品等事業者に対する感染予防対策や衛生指導の徹底

等に関すること。 

22 社会福祉施設等における患者発生に係る情報収集，感

染予防及びまん延防止対策等に関すること。 

23 社会的弱者への支援等に係る市町及び関係団体への要

請に関すること。 

24 環境汚染事故の対策及び指導に関すること。 

25 廃棄物処理（産業廃棄物）業務の継続要請に関するこ

と。 

西部厚生環境事務所・

保健所員 

【広島地区】 

西部厚生環境事務所・ 

保健所広島支所長 

西部厚生環境事務

所・保健所広島支所員 

（注）西部厚生環境事務所・保健所広島支所は，17，18，19，20，23，24 を分掌していないので留意 

（４）重大な動物感染症の蔓延（高病原性鳥インフルエンザ等） 

班名・班長 分掌事務 構成員 

事案対策班長 

（現地防疫対策部

長） 

１ 現地防疫対策部の総括に関すること。 

２ 支部総括班との連絡調整に関すること。 

西部農林水産事務所長 
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副班長 

（現地防疫対策副

部長） 

１ 発生公表及び広報に関すること。 

２ 本部事案対策部との連絡調整に関すること。 

西部農林水産事務所次長

統轄班長 １ 部長及び副部長への報告に関すること。 

２ 班の統轄に関すること。 

３ 現地防疫対策方針の決定と各班長への指示に関すること。 

西部畜産事務所長 

管理総括班長 １ 農林水産事務所及び農林事業所各課との調整に関すること。 

２ 物品調達等の取りまとめに関すること。 

西部農林水産事務所農村

振興課長 

管理調整班 １ 各班員の招集，動員計画の策定に関すること。 

２ 市町，団体等の協力計画に関すること。 

３ 情報収集と広報資料作成に関すること。 

４ 広報連絡(関係機関，市町等)に関すること。 

５ 車両消毒のための道路使用手続きに関すること。 

６ 評価人の選定と依頼に関すること。 

７ 処分家畜及び汚染物品の埋却場所等の選定に関すること。 

８ 中継基地の統轄及び管理に関すること。 

９ 必要な防疫資材及び車両の確保に関すること。 

西部畜産事務所員 

西部農林水産事務所農村

振興課員 

防疫総括班長 １ 統轄班長の補佐に関すること。 

２ 現地防疫対策方針の策定に関すること。 

３ 班編成の策定に関すること。 

４ 本部防疫総括班との連絡調整に関すること。 

西部畜産事務所次長 

防疫総括副班長 １ 各班の調整に関すること。 

２ 現地防疫対策会議の開催に関すること。 

３ 防疫用資材の購入計画に関すること。 

４ 防疫措置状況の取りまとめと統轄班長への報告に関すること。 

西部畜産事務所防疫課長

病性鑑定班 １ 農場への検診及び病性鑑定材料の採取に関すること。 

２ 動物衛生研究所への材料の輸送に関すること。 

３ 疫学調査と決定時の現地防疫の企画・準備に関すること。 

４ 病性鑑定検査の実施に関すること。（検査担当） 

西部畜産事務所病性鑑定

課長 

西部畜産事務所員 

(一般動員者等) 

発生現地班 

（埋却処理班） 

１ 通行遮断場所の設定に関すること。 

２ と殺指示書の作成・交付に関すること。 

３ 家畜の殺処分と防疫措置手段の検討に関すること｡ 

４ 発生農場に常駐し，当面の防疫が一段落するまでの防疫措置に

関すること。 

５ 死体及び汚染物品の埋却，焼却等の指示に関すること。 

６ 通行しゃ断（72時間以内），殺処分畜，汚染物品の処理及び畜舎

等の消毒に関すること。 

西部畜産事務所員 

西部農林水産事務所員 

西部農業技術指導所員 

（一般動員者等） 

評価班 １ 殺処分予定家畜の評価に関すること。 

２ へい殺畜等手当金交付規定による動物評価意見具申書,評価書

作成及び畜主との協議に関すること。 

３ 焼埋却費用等の申請手続に関すること。 

西部畜産事務所員 

（市町職員等） 

検診班 １ 移動制限・搬出制限地域の巡回検診と摘発検査に関すること。 

２ 検診及び検査材料採取並びに農家台帳の整理に関すること。 

３ 異常家畜発見時の報告及び病性鑑定材料の採材に関すること。 

西部畜産事務所員 

（市町職員，民間獣医師

等） 

追跡班 １ 疫学関連農場の巡回検診に関すること。 

２ 患畜等と接触した家畜の殺処分又は隔離の指示に関すること。 

３ 検診及び検査材料採取並びに農家台帳の整理に関すること。 

４ 異常家畜発見時の報告及び病性鑑定材料の採材に関すること。

西部畜産事務所員 

（市町職員等） 

移動規制班 １ 消毒・検問ポイントの設営に関すること。 

２ 消毒・検問ポイントでの消毒・検問の実施に関すること。 

３ 車両消毒確認書及び通過許可車両証明書の発行に関すること。 

４ 消毒・検問ポイントへの給水の確保，と畜場，家畜市場等の監視と

指示に関すること。 

西部畜産事務所員 

西部農林水産事務所員 

西部農業技術指導所員 

（一般動員者，市町職員

等） 



- 12 - 

（５）毒物・劇物事故等 

班長 分掌事務 構成員 

【廿日市地区】 

西部厚生環境事務所長 

１ 事案対策班の総括に関すること。 

２ 本部事案対策部との連絡調整に関すること。 

３ 支部総括班との連絡調整に関すること。 

４ 関係機関との連絡調整に関すること。 

５ 厚生環境班関係被害の情報収集及び調査に関すること。 

６ 災害救急用医薬品，衛生材料の調達支援に関すること。 

７ 毒物・劇物の安全対策に関すること。 

８ 毒物・劇物事故等の情報収集に関すること。 

９ 毒物・劇物事故等の措置・対策に関すること。 

10 毒物・劇物事故等の被害状況の情報収集に関すること。 

11 災害対策用物資（備蓄物資及び協定に基づく生活必需品

等）の提供に関すること。 

12 義援金・救援物資の受付，配分に関すること。  

13 被災者の医療及び助産救護に関すること。  

14 避難住民等の保健衛生対策に関すること。 

15 事案対策従事者の保健指導に関すること。 

16 社会福祉施設等の被害の情報収集，対策及び援護に関する

こと。 

17 被災時の福祉避難所における要援護者の支援に関すること。 

18 被災時の在宅における要援護者の支援に関すること。 

19 飲料水の衛生確保対策に関すること。 

20 環境汚染事故の対策及び指導に関すること。 

21 公共用水域の水質保全に関すること。 

22 被災時における廃棄物処理及び環境衛生施設の復旧指導

及び衛生維持に関すること。 

西部厚生環境事務所・保

健所員 

【広島地区】 

西部厚生環境事務所・ 

保健所広島支所長 

西部厚生環境事務所・保

健所広島支所員 

 （注）西部厚生環境事務所・保健所広島支所は，16，17，18，19 を分掌していないので留意 

（６）大気汚染事故 

班長 分掌事務 構成員 

【廿日市地区】 

西部厚生環境事務所長 

１ 事案対策班の総括に関すること。 
２ 本部事案対策部との連絡調整に関すること。 
３ 支部総括班との連絡調整に関すること。 
４ 関係機関との連絡調整に関すること。 
５ 厚生環境班関係災害の情報収集及び被害調査に関
すること。 
６ 大気汚染事故の対策及び指導に関すること。 
７ 被害状況等の調査及び取りまとめに関すること。 
８ 応急措置に関すること。 
９ 危機時における廃棄物処理及び環境衛生施設の復 
旧指導及び衛生維持に関すること。 
10 災害対策用物資（備蓄物資及び協定に基づく生活
必需品等）の提供に関すること。 
11 義援金・救援物資の受付，配分に関すること。  
12 被災者の医療及び助産救護に関すること。  
13 避難住民等の保健衛生対策に関すること。 
14 被災者・事案対策従事者の保健指導に関すること。 
15 社会福祉施設等の災害の情報収集，災害対策及び
援護に関すること。 
16 災害時の福祉避難所における要援護者の支援に関
すること。 
17 災害時の在宅における要援護者の支援に関するこ
と。 

西部厚生環境事務
所・保健所員
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【広島地区】 

西部厚生環境事務所・保

健所広島支所長 

18 災害地の防疫に関すること。 
19 災害救急用医薬品，衛生材料及び防疫医材の確保
並びに補給配布に関すること。 
20 飲料水の安全情報の提供に関すること。 
21 毒物劇物情報の提供に関すること。 

西部厚生環境事務
所・保健所広島支所
員 

 （注）西部厚生環境事務所・保健所広島支所は，15，16，17，20 を分掌していないので留意 

（７）水質汚染事故 

班長 分掌事務 構成員 

【廿日市地区】 

西部厚生環境事務所長 

１ 事案対策班の総括に関すること。 
２ 本部事案対策部との連絡調整に関すること。 
３ 支部総括班との連絡調整に関すること。 
４ 関係機関との連絡調整に関すること。 
５ 厚生環境班関係災害の情報収集及び被害調査に関
すること。 
６ 原因究明，予防・応急措置の総括に関すること。 
７ 水質汚染対策及び指導に関すること。 
８ 公共用水域の水質保全に関すること。 
９ 水質汚染事故及び被害等の情報の取りまとめに関す
ること。 
10 水質調査（検査・分析）に関すること。 
11 回収された流出油等の処分の指導に関すること。 
12 災害対策用物資（備蓄物資及び協定に基づく生活
必需品等）の提供に関すること。 
13 義援金・救援物資の受付，配分に関すること。  
14 被災者の医療及び助産救護に関すること。  
15 社会福祉施設等の災害の情報収集，災害対策及び
援護に関すること。 
16 災害時の福祉避難所における要援護者の支援に関
すること。 
17 災害時の在宅における要援護者の支援に関するこ
と。 
18 災害地の防疫に関すること。 
19 薬事，毒物劇物関係団体等との連絡調整に関するこ
と 
20 薬事，毒物劇物の取締り，指導に関すること 
21 飲料水の衛生確保対策に関すること。 

22 事案対策従事者の保健指導に関すること。 

西部厚生環境事務
所・保健所員

【広島地区】 

西部厚生環境事務所・保

健所広島支所長 

西部厚生環境事務
所・保健所広島支所
員 

 （注）西部厚生環境事務所・保健所広島支所は，15，16，17，21 を分掌していないので留意
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３ 実施班（若しくは支援班） 

班名・班長 分掌事務 構成員 

総務班 

【広島地区】 

西部総務事務所次長

（兼）総務課長 

１ 庁舎の保全・管理に関すること。 

２ 西部支部職員の動員及び調整に関すること。 

３ 西部支部職員の食料に関すること。 

４ 公用車の配車に関すること。 

５ 広報に関すること。 

６ 西部支部を円滑に運営するうえで必要なことで，他班

に属さないもの 

西部総務事務所員 

（総務課） 

西部県税事務所員 

【廿日市地区】 

西部総務事務所次長

（兼）総務第二課長 

西部総務事務所員 

（総務第二課） 

西部県税事務所廿日

市分室員 

県税班 

【広島地区】 

西部県税事務所長 

１ 被害による県税の納税猶予及び減免に関すること。 西部県税事務所員 

【廿日市地区】 

西部県税事務所廿日市

分室長 

西部県税事務所廿日

市分室員 

厚生環境班 

【廿日市地区】 

西部厚生環境事務所長 

１ 災害救助法に基づく救助に関すること。 

 (1) 収容施設の供与 

(2) 食品・生活必需品の給与及び飲料水の供給 

(3) 医療及び助産 

（法が適用されない災害や危機が発生した場合にも救

助を行うことがある。） 

２ 県救援物資輸送拠点の運営に関すること。 

３ 関係施設等の被害情報の収集及び支援に関すること。 

４ 保健衛生及び食品衛生対策に関すること。 

５ 防疫に関すること。 

６ 災害時の保健活動に関すること。 

西部厚生環境事務

所・保健所員 

【広島地区】 

西部厚生環境事務所広

島支所長 

西部厚生環境事務

所・保健所広島支所員 

県立広島病院職員 

農林水産班

西部農林水産事務所長 

１ 農林水産関係の被害情報の収集及び被害調査に関す

ること。 

２ 危機事案発生時等における主要食料の調達・あっせんに

関すること。 

３ 危機事案発生時等における青果物等の流通に関するこ

と。 

４ 危機事案発生時等における種苗，生産資材，肥料，農薬

等の調達，あっせんに関すること。 

５ 危機事案発生時等における病害虫の防除に関すること。 

６ 生産流通施設の応急対策及び指導に関すること。 

７ 危機事案時における家畜伝染病予防，その他家畜衛生に

関すること。 

８ 危機事案時における家畜飼料に関すること。 

９ 水産物被害に関する応急技術指導に関すること。 

10 農地，農業用施設の応急対策及び指導に関すること。 

11 危機事案発生時等における木材等の調達，あっせんに関

すること。 

12 林道，治山施設の応急対策及び指導に関すること。 

13 貯木施設の被害予防に関すること。 

14 危機事案発生時等における森林病害虫防除に関する こ

と。 

15 自然公園施設等の被害情報の収集，応急対策及び指導

に関すること。 

西部農林水産事務所

員 

西部農業技術指導所

員 

西部畜産事務所員 
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建設班 

【広島地区】 

※広島市，安芸高田市，

安芸郡四町 

西部建設事務所長 

１ 土木建築関係の被害情報の収集及び被害調査に関す

ること。 

２ 広島県水防計画に基づく水防地方本部に関すること。 

３ 土木関係応急対策資材及び機械の調達，あっせんに関

すること。 

４ 河川の応急対策及び指導に関すること。 

５ 道路，橋梁の応急対策及び指導に関すること。 

６ 砂防・急傾斜施設等の応急対策及び指導に関すること。

７ 都市施設の応急対策及び指導に関すること。 

８ 港湾・漁港施設及び海岸の災害対策及び指導に関する 

こと。

西部建設事務所員 

広島港湾振興事務所

員 

【広島地区】 

※安芸太田町，北広島町

西部建設事務所 

安芸太田支所長 

西部建設事務所安芸

太田支所員 

【廿日市地区】 

西部建設事務所 

廿日市支所長 

西部建設事務所廿日市支所

員 

小瀬川ダム管理事務所員

水道班 

広島水道事務所長 

１ 工業用水道施設及び水道用水供給施設の応急対策に

関すること。 

広島水道事務所員 

教育班

西部教育事務所長 

１ 教育委員会関係の被害情報の収集及び被害調査に関

すること。 

２ 教育関係義えん金に関すること。 

３ 被災公立学校生徒，児童の応急教育及び学用品の給付

に関すること。 

４ 応急対策の活動に協力する女性会，青年団等の連絡に

関すること。 

西部教育事務所員 

西部教育事務所芸北

支所員 
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イ 廿日市水防地方本部事務分掌 

地方本部長 西部建設事務所廿日市支所長  副本部長 次長（事務）・次長（技術） 

班   別 事    務    分    掌 

資材班 

（管理用地課員）

１ 水防資材及び器具の調達に関すること。 

２ 水防資材及び器具の輸送に関すること。 

３ 自動車等輸送手段の確保に関すること。 

情報連絡班 

（管理用地課員）

１  気象状況を県本部から受信し,関係水防管理団体へ通知する。 

２  雨量，水位及び潮位の状況を水防テレメータシステム等により受信

し，必要に応じて関係水防管理団体へ連絡し,又は緊急を要する場合,下

流の関係地方本部へ通知する。 

３  その他，気象,水位,雨量及び潮位の連絡に関すること。 

４  洪水予報を受信し，関係水防管理団体に連絡する。 

５  水防警報を発令し，又は大臣発令の警報を関係水防管理者へ通知す

る。 

６  水防警報を発令し，又は通知した事項を県本部へ報告する。 

７  はん濫注意水位，避難判断水位並びにはん濫危険水位到達情報を関係

水防管理者へ通知する。 

８  はん濫注意水位，避難判断水位並びにはん濫危険水位到達情報を通知

した事項を県本部へ報告する。 

９  ダム等の操作状況の通知を受け,県本部へ連絡する。 

10  溜池等の門扉の開閉状況の通知を受ける。 

※ H29.4 現在，当支所において水防警報を発令する河川はない。 

水防対策班 

（事業調整・土砂

法指定推進班員）

（土木課員） 

１  県有水防資材及び器具の使用配分を決定する。 

２  決壊等の通知を受けたときは,県本部へ連絡する。 

３  避難のための立退きを指示する。 

４  水防作業の技術指導に関すること。 

５  被害状況を取りまとめ，県本部へ連絡する。 

６  その他，水防対策に関すること。 

(注) 優先通行標識，身分証票の交付その他一般庶務については，総務第二課が行う。



3　事 業 費
　(1) 公共事業

平成３１年４月１日（単位： 千円 ・％）
当初比

箇所数 事業費（Ａ） 箇所数 事業費 箇所数 事業費（Ｂ） （Ｂ）／（Ａ）

（2） （25,000） （2） （25,000） （2） （37,230）

道路改良 4 89,000 2 43,000 5 346,000 389%

（3） （57,587） （3） （57,587） （3） （71,357）

交通安全 4 125,000 3 90,000 3 138,920 111%

道路災害防除 （1） （39,000） （1） （39,000） （5） （121,788）

（橋梁補修） 9 234,500 8 213,500 4 340,300 145%

（7） （471,000） （7） （471,000） （5） （145,200）

道路災害防除 3 118,000 3 118,000 3 343,900 291%

舗装道補修・除雪 2 53,000 皆増

（13） （592,587） （13） （592,587） （15） （375,575）

道路小計 20 566,500 16 464,500 17 1,222,120 216%

（3） （89,800） （3） （66,800） （1） （14,800）

河川改修 1 19,600 1 42,000 214%

（1） （26,200） （1） （26,200） （1） （37,600）

海岸高潮対策 1 68,000 1 68,000 1 84,000 124%

（4） （116,000） （4） （93,000） （2） （52,400）

河川小計 2 87,600 1 68,000 2 126,000 144%

（11） （140,800） （11） （140,800） （8） （179,977）

通常砂防 11 231,750 5 118,200 8 493,500 213%

（7） （138,932） （7） （138,932） （8） （299,701）

急傾斜地崩壊対策 9 210,394 9 295,662 9 367,500 175%

（18） （279,732） （18） （279,732） （16） （479,678）

砂防小計 20 442,144 14 413,862 17 861,000 195%

（2） （13,300） （2） （13,300） （1） （10,000）

街路改良 1 99,000 1 196,000 198%

（2） （13,300） （2） （13,300） （1） （10,000）

街路小計 1 99,000 1 196,000 198%

（1） （62,000） （1） （62,000） （1） （72,500）

港湾整備交付金 1 140,000 1 140,000 1 125,000 89%

（2） （163,000） （2） （163,000） （2） （392,000）

みなとの賑わいづくり 1 573,000 2 833,000 1 760,000 133%

港湾改修費 1 120,000 1 196,000 2 295,000 246%

港湾海岸保全 1 51,000 1 63,000 皆増

（1） （41,000）

港湾補修費 1 41,000 皆増

海岸高潮老朽化対策 1 41,000 皆減

（3） （225,000） （3） （225,000） （4） （505,500）

港湾小計 4 874,000 5 1,220,000 6 1,284,000 147%

地域水産物供給基盤整備 1 18,900 皆減

（1） （7,000） （1） （7,000） （1） （12,000）

漁港海岸保全 1 16,800 1 16,800 1 21,000 125%

（1） （7,000） （1） （7,000） （1） （12,000）

漁港小計 2 35,700 1 16,800 1 21,000 59%

（1） （5,501） （1） （5,501） （1） （62,937）

災害復旧 12 140,000 皆増

（1） （5,501） （1） （5,501） （1） （62,937）

災害小計 12 （140,000） 皆増

（42） （1,239,120） （42） （1,216,120） （40） （1,498,090）

49 2,104,944 49 2,323,162 44 3,710,120 176%

公共合計（現年・繰越） 91 3,344,064 91 3,539,282 84 5,208,210 156%

１　(　)書きは前年度繰越額で外数。

平成３０年度 最終 Ｒ元年度 当初Ｈ３０年度 当初
事業名

公共計

区分

公

共

事

業

砂
防
事
業

街
路
事
業

道
路
事
業

災
害
復
旧
事
業

河
川
事
業

港
湾
事
業

漁
港
事
業
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　(2) 単独事業

平成３１年４月１日（単位： 千円 ・％）
当初比

箇所数 事業費（Ａ） 箇所数 事業費 箇所数 事業費（Ｂ） （Ｂ）／（Ａ）
（1） （4,600）

街路改良 3 13,000 4 12,460 2 45,000 346%
（1） （4,600）

街路小計 3 13,000 4 12,460 2 45,000 346%
（3） （105,690）

道路改良 9 293,000 4 83,000 11 197,000 67%

県土防災対策 3 180,000 皆増
（1） （5,700）

交通安全（１種） 1 35,000 1 35,000 1 5,000 14%

交通安全（２種） 3 18,150 3 18,150 3 19,500 107%
（7） （93,249）

道路維持修繕 12 650,161 10 712,661 10 683,154 105%
（11） （204,639）

道路小計 25 996,311 18 848,811 28 1,084,654 109%
（1） （17,586）

河川改良 3 47,000 1 8,000 3 37,600 80%
（1） （4,659）

護岸等維持修繕 3 25,210 4 55,210 3 25,210 100%
（1） （6,515）

河道浚渫 2 62,600 3 82,600 2 67,600 108%

海岸維持修繕 3 15,000 3 15,000 3 15,000 100%

県土防災対策 1 5,000 皆増
（3） （28,760）

河川小計 11 149,810 11 160,810 12 150,410 100%
（2） （14,200）

通常砂防 2 19,700 1 28,260 3 20,800 106%
（1） （3,500）

砂防維持修繕 8 33,400 8 34,900 7 31,900 96%

県土防災対策 1 3,000 皆増
（1） （1,000）

急傾斜地崩壊対策 1 1,000 1 800 80%
（1） （6,000）

急傾斜地維持修繕 3 12,500 2 11,400 3 12,500 100%
（5） （24,700）

砂防小計 14 66,600 11 74,560 15 69,000 104%

港湾改良 4 90,000 4 141,769 3 63,000 70%

港湾維持修繕 1 78,300 2 145,807 1 64,000 82%

造成地分譲促進（特会） 1 10,000 1 10,000 1 11,460 115%

港湾小計 6 178,300 7 297,576 5 138,460 78%

漁港改良 1 8,000 1 8,000 1 8,000 100%

漁港維持修繕 1 8,000 1 8,000 1 8,000 100%

漁港小計 2 16,000 2 16,000 2 16,000 100%

総合維持修繕 2 10,000 皆減

総合維持小計 2 10,000 皆減

永慶寺川 1 25,000 1 14,500 1 22,000 88%
（1） （78,711） （1） （78,711）

厳島港 1 356,100 1 347,900 1 540,000 152%
（1） （78,711） （1） （78,711）

受託小計 2 381,100 2 362,400 2 562,000 147%
（1） （1,188） （1） （1,188）

単独災害復旧 1 10,000 皆増
（1） （1,188） （1） （1,188）

単独災害小計 1 10,000 皆増

（2） （79,899） （2） （79,899） （20） （262,699）

65 1,811,121 56 1,782,617 66 2,065,524 114%

単独合計（現年・繰越） 67 1,891,020 58 1,862,516 86 2,328,223 123%

公共・単独合計（現年・繰越） 158 5,235,084 149 5,401,798 170 7,536,433 144%

１　(　)書きは前年度繰越額で外数。

単独計

Ｈ３０年度 最終 Ｒ元年度 当初Ｈ３０年度 当初
事業名区分

受

託

漁
港
事
業

道
路
事
業

単

独

事

業

総
合
維
持

災
害
復
旧

街
路
事
業

河
川
事
業

砂
防
事
業

港
湾
事
業

18
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4 業務の概要

（1） 用地補償の状況 

平 成 30 年 度 実 績 
（平成 31年 3月 31 日） 

事    業    名 
用地補償費 

（千円） 

事業箇所数 
（箇所） 

土地取得面積 
（㎡）

家屋移転件数 

(件) 
備考 

公

共

事

業

交 通 安 全 施 設 等 整 備 20,979 2 298 0  

道 路 災 害 防 除 1,402 5 6,819 0  

道 路 改 良 37,318 2 2,233 0  

河 川 改 修 3,961 1 0 0  

通 常 砂 防  440 3 0 0  

急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 812 3 636 0  

都 市 計 画 街 路  74,720 1 48 1  

み な と 賑 わ い づ く り 87,326 1 269 1  

計 226,958 18 10,303 2  

単

県

事

業

交 通 安 全 施 設 等 整 備 6,508 1 40 1  

道 路 災 害 防 除  0 1 560 0  

道 路 改 良 75,676 4 720 1  

河 川 改 良 7,372 1 0 0  

護 岸 等 維 持 修 繕 2,410 1 0 0  

み な と 賑 わ い づ く り 340,000 1 0 0  

計 431,966 9 1,320 2  

合    計 658,924 27 11,623 4  

平 成 31 年  度 計 画 
（平成 31年 4月 1日） 

事    業    名 
用地補償費 

（千円） 

事業箇所数
（箇所） 

土地取得面積 
（㎡）

家屋移転件数 

(件) 
備考 

公

共

事

業

交 通 安 全 施 設 等 整 備 44,000 3 660 0  

道 路 災 害 防 除 3,000 2 0 0  

道 路 改 良 24,811 4 425 1  

河 川 改 修 10,000 1 0 0  

通 常 砂 防 2,400 2 0 0  

急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 500 2 1,315 0 

都 市 計 画 街 路 61,312 1 345 1  

み な と 賑 わ い づ く り 470,000 1 1,780 3 

計 616,023 16 4,525 5  

単

県

事

業

交 通 安 全 施 設 等 整 備 1,000 1 20 0  

道 路 災 害 防 除 3,000 1 0 0  

道 路 改 良 34,156 3 90 0  

河 川 改 良 3,000 1 0 0  

県 土 防 災 対 策 緊 急 3,000 1 1,000 0  

み な と 賑 わ い づ く り 529,000 1 0 0  

計 573,156 8 1,110 0  

合    計 1,189,179 24 5,635 5  

(注) 土地開発公社資金活用金は除く
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（2） 管理行政の状況 

ア 概況

当事務所が管理する公共施設は，道路施設として国道県道合わせて30路線，延長約265km，

河川施設は一級河川，二級河川合わせて 14 河川，延長 112km，砂防指定地 203 地区,急傾斜

地崩壊危険区域 139 地区，地すべり防止区域１地区，また，港湾・漁港として，地方港湾２

港，第２種漁港２港，その他に海岸保全区域として 22海岸となっている。 

これらの施設の管理に当たっては，近年管理瑕疵に対する管理者責任が厳しく追求される

傾向にあり，日頃から適正管理に努めているところである。 

また，不法行為に対しても，パトロールの実施等によって適正な指導を行い，違反防止に

努めている。 

イ 許認可件数 

許 認 可 事 務 の 名 称 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備 考（H30 年度の内訳）

道 路 占 用 許 可 296 262 267 新規 170 更新 97    

道 路 工 事 施 行 承 認 14 13 20 

道 路 工 事 施 行 命 令 43 40 39 

特 殊 車 両 通 行 許 可 38 45 18 新規 18 更新 0 

河 川 法 の 許 可 185 159 163 新規 39 更新 124 

普 通 河 川 等 の 工 事 許 可 18 38 43 （砂防と同時申請分を含む）

砂 防 指 定 地 域 内 制 限 行 為

砂 防 施 設 占 用 許 可
162 144 192 

新規 44 更新 102 

行為 46 

地すべり・急傾斜地崩壊危険

区 域 内 制 限 行 為 許 可
13 16 11 

岩 石 採 取 計 画 許 可 0 0 0 

砂 利 採 取 許 可 0 0 0 

港 湾 区 域 内 占 用 許 可 11 15 15 新規 4 変更 1 更新 10  

港 湾 施 設 関 係 の 協 議 ・ 許 可 2 5 1 新規 0 変更 0  更新 1 

漁 港 区 域 内 占 用 許 可 8 4 5 新規 0 変更 0  更新 5 

漁 港 施 設 関 係 の 協 議 ・ 許 可 4 16 0 新規 0 変更 0  更新 0 

海 岸 保 全 区 域 占 用 許 可 21 42 27 新規 6 変更 0 更新 21 

一 般 海 域 占 用 許 可 等 26 14 24 新規 6 変更 0 更新 18 

公 有 水 面 埋 立 事 前 審 査 0 0 0 

公 有 水 面 埋 立 免 許 0 0 0 

公 有 水 面 埋 立 竣 工 認 可 0 0 1 

無願埋立地現状回復義務免除 0 0 0 

その他の公有水面埋 立 法の認 可 0 0 0 
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ウ 許認可以外の処理件数

事 務 の 名 称 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備        考 

道路区域決定･変更･供用開始 5 8 1 

道 路 上 の 事 故 処 理 0 2 0 

特 殊 車 両 通 行 協 議 回 答 139 157 216 

砂 防 指 定 地 の 指 定 0 0 0 

急傾斜地崩壊危険区域の指定 5 0 1 

国 有 財 産 の 財 務 省 引 継 0 0 0 

都 計 法 等 に よ る 財 産 の 帰 属 0 0 0 

廃 道 敷 の 引 継 0 0 0 

廃 川 敷 の 引 継 0 0 0 

エ 広島県アダプト制度

  マイロードシステム，ラブリバー制度を統合して，平成 20 年度からアダプト団体に活動奨励

金を支給する広島県アダプト活動支援事業がスタートし，住民・企業・団体等と県・市・NPO
法人が協力して，道路・河川の管理・美化活動に取り組んでいる。

アダプト活動認定団体数

平成 31 年 4 月 1 日現在

区   分 認定数 活動人員(人) 活動距離(ｍ) 備    考

マイロード 47 1,025 43,806

ラブリバー 4 220 1,710

合  計 51 1,245 45,516

許 認 可 事 務 の 名 称 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備 考（30 年度の内訳）

境 界 確 定 協 議 30 21 18 
道路 14 河川 2砂防 1  

海岸 1一般海域 0  

港湾 0 漁港 0 

境 界 確 定 証 明 0 0 0 

道 路 幅 員 証 明 1 2 4 
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5 主要施策 

(1) 施策の基本方針 

 広島県では，平成 22 年度に，概ね 10 年後を展望して広島県の目指す将来像を示した「ひ

ろしま未来チャレンジビジョン（以下，「チャレンジビジョン」という）」を策定し，その後，

５年が経過した平成 27年度には将来を展望する上で特に考慮が必要な情勢変化を踏まえ，チ

ャレンジビジョンを改定した。 

土木建築局では，「社会資本未来プラン」を，チャレンジビジョンの改定に合わせ，平成

27 年度に改定した。 

道路・河川・砂防・海岸・港湾の各事業については，平成 27年度の上位計画改定に合わせ

見直し策定した。 

 当事務所においても「社会資本未来プラン」の基本方針（社会資本マネジメント方針）に

基づき，各種施策を推進していくと伴に，各事業の整備計画を着実に推進していく必要があ

ることから，各事業の整備計画の推進に伴う効果の検証と地域の課題を整理し，課題の解消

や，より効果的な整備のあり方などについて今後の方針をとりまとめ，「廿日市支所整備計画

実施方針」として平成 23年度に策定し，平成 28年７月に改定した。 

Action（改善）
各種事業，の見直し

残る課題の見直し 
継続的改善 Do（実施） 

各種事業の実施 

Check（評価）
各種事業の評価 

残る課題の確認 

Ｐlan（計画） 
整備計画の作成 

ひろしま未来チャレンジビジョン
将来にわたって『広島に生まれ、育ち、住み、働いて良かった』と心から思える広島県の実現

社会資本未来プラン
戦略的な投資とマネジメントの最適化

社会資本整備の重点化

■強みを活かした短期集中戦略

■社会ニーズに応じた中期戦略

■創意工夫を加えた長期戦略

廿日市支所 今後の実施方針

第６次廿日市市総合計画
(Ｈ28～Ｈ37)

廿日市支所 整備計画

『笑顔・元気 かがやく大竹』

目指す県土の将来像の実現！

『社会資本未来プラン』の着実な推進！

社会資本マネジメント方針

広島県道路整備計画

２０１６ 

(Ｈ２８～Ｈ３２)

ひろしま川づくり実施計画

２０１６ 

(Ｈ２８～Ｈ３２)

ひろしま砂防

アクションプラン２０１６

(Ｈ２８～Ｈ３２)

ひろしま海岸整備

プラン２０１６

(Ｈ２８～Ｈ３２)

広島県みなと・空港

振興プラン２０１６

(Ｈ２８～Ｈ３２)

第五次大竹市総合計画
（わがまちプラン）

(Ｈ23～Ｈ32)

地域の将来像と課題 

これまでの取組による効果の検証 

依然として残る課題

「地域特性を踏まえた 

社会インフラ整備の実現」

社会資本の適正な維持管理

■アセットマネジメントシステムを活用した

維持管理計画の策定と推進

■新たな公との連携の推進

■既存ストックの機能改善等 

■ハードとソフト対策との一体的な取り組み

社会資本ストックの有効活用

『挑戦！豊かさと活力あるまち 
   はつかいち』 
～夢と希望を持って世界へ～
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社会資本整備の重点化

【取組の方向】

 これまで築き上げてきた社会資本が有する「強み」を活かした短期集中戦略を積極的に展

開し，「弱み」となっている部分についても，創意工夫を加えながら長期戦略として計画的に

取り組んできたところである。 

これまでの取組により，井桁状の高速ネットワーク形成など，一定の社会資本ストックが

築き上げられてきたものの，一方では，まだ整備が行き届いていない部分もあり，引き続き

改善していく必要があるため，平成 32 年度までに集中的に取り組む項目を選定して戦略的に

整備を進めていく。 

 ○広域的な交流・連携基盤の強化（短期集中戦略） 

 ○集客・交流機能の強化とブランド力向上（短期集中戦略） 

 ○防災・減災対策の充実・強化（長期戦略） 

 ○総合的な交通安全対策の推進（長期戦略） 

 ○持続可能なまちづくり（長期戦略） 

社会資本ストックの有効活用

【取組の方向】

 これまで蓄積されてきた社会資本の潜在機能を最大限活用していくため，既存ストックの

機能改善や運用改善，多目的利用に取り組むとともに，ハードとソフト対策との一体的な取

り組みを進める。 

 ○既存ストックの機能改善 

  既存道路の局部的な線形改良や待避所設置，交差点の部分拡幅による改良など 

 ○既存ストックの多目的利用 

道路を活用した地域振興の推進（地域の祭り等）や既存堤防を活用した河岸・港湾緑地

整備による快適な水辺空間の提供，庭園砂防等による観光地における安全確保と環境・

景観の形成など 

社会資本の適正な維持管理

【取組の方向】

 今後も増加する社会資本の老朽化への取組強化のため，平成２６年度にアセットマネジメ

ントシステムを活用した予防保全型の維持管理などインフラ老朽化対策の取組方針を取りま

とめた「インフラ老朽化対策の中長期的な枠組み」とそれに沿った主要な２６施設の修繕方

針を策定し公表した。 

 これらに基づき，重大な事故や致命的な損傷等を防ぎ，県民の安全で快適な生活を維持す

るために，社会資本の点検を実施するとともに，最適な老朽化・長寿命化対策を実施する。 

 ○アセットマネジメントシステムを活用した維持管理の推進 

 ○アダプト活動の促進 
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 (2) 重点事業 

ア 社会資本整備の重点化 

(ア) 道路改良事業 

人・物・情報が行き交う道路ネットワークの確立を目指して，国道並びに県道の整備促進

を図る。 

一般国道 186 号は，山陽と山陰を結ぶ総延長 158.0km の幹線道路であり，かつ災害有事の

際の緊急輸送道路でもある。このうち，大竹市内の一般国道 2 号と安条地区を結ぶ区間は，

家屋が連担している地域を通過し，一級河川小瀬川と並行するため，急カーブが連続してお

り幅員も狭く交通の難所となっている。また，近年の交通量並びに大型車両の増加に伴い，

交通の安全確保のために早期整備が望まれている。 

このような状況を解消するため，平成 6 年度から御園バイパス(L=4,000m)に本格的に着手

し，早期完成に向けて鋭意整備を進めている。 

このうち，油見工区(L＝1,460m)は平成 11 年 10 月に供用開始し，安条工区(L=750m)は平成

13 年度にトンネルが完成し，平成 15年 6月に供用開始した。平成 18 年度からは，防鹿工区

(L=770m)の工事に着手し，平成 29 年 9 月に供用開始した。今後は最終工区である穂仁原工区

(L=440m)の完成に向けて事業を進めている。 

一般国道 488 号は，山陽と山陰を結ぶ重要な幹線道路であり，地域住民の定住，観光開発，

産業経済の発展，地域振興という基盤整備に大きな役割を担った主要路線に位置づけられて

いる。 

このうち，廿日市市吉和から広島市佐伯区湯来町までの東山バイパスは区間延長 8,200ｍ

（県施工 3,700ｍ）の線形不良箇所を解消することにより，観光資源である県立もみのき森

林公園へのアクセス向上を図ることを目的とし，平成元年より道路改良に着手し，すでに用

地買収は完了しており，早期完成に向け整備を進めている。 

安条トンネル(大竹市安条)防鹿トンネル(大竹市防鹿)
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一般国道 488 号の現道(廿日市市吉和）       

このほか，平成 28 年度からの新規事業として，主要地方道廿日市佐伯線（廿日市市峠），

主要地方道大竹湯来線（大竹市玖波），一般県道虫道廿日市線（廿日市市玖島）の道路改良事

業に着手している。いずれの事業も幅員の拡幅及び線形不良箇所の解消を目指し，早期の事

業効果を発揮できるよう事業を進めている。 

(イ) 交通安全事業 

歩行者，自転車等の交通の安全性を向上させるため，管内各市の作成する「通学路交通安

全プログラムにおける対策箇所」を中心に，「広島県道路整備計画 2016」に基づき歩道等の

整備を進める。 

一般国道 2 号（廿日市市串戸）では，歩道拡幅を進めることにより，歩道空間の安全確保

を図る。  

施工前 施工後

交通安全事業 主要地方道 廿日市佐伯線（廿日市市友田）
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(ウ) 河川事業 

県民の安全な環境づくりのため，都市河川の二級河川永慶寺川を地震高潮対策事業及び河

川改修事業により重点的に整備を進めるとともに，地域に親しまれる水辺空間を創出する。 

今年度は，引き続き用地買収及び工事を推進する。 

(エ) 砂防，急傾斜地崩壊対策 

災害に強い地域づくりを目標に，要配慮者利用施設等の保全を重点施策として，過去に災

害履歴の多い緊急性の高い箇所から，渓流の土石流対策施設及び急傾斜地崩壊防止施設の整

備を実施する。 

河川改修事業 永慶寺川（廿日市市大野）

通常砂防事業 谷郷川（大竹市立戸） 急傾斜地崩壊対策事業 清末地区
（廿日市市佐方）
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(オ) 街路事業 

廿日市市の市街地は，狭隘な平地部にＪＲ，広島電鉄，国道２号と東西を結ぶ主要交通施

設が平行し市街地が分断されているため，南北方向への交通路の確保が課題となっている。

このため，廿日市駅北土地区画整理事業と連携し，増大する交通量への対応，廿日市市中

心街への円滑な交通の確保，防災性の向上を図るため，都市計画道路佐方線の整備に平成 19
年度から着手し，平成 25 年度には事業認可を取得し，今年度は引続き用地買収を促進する。

なお取得した用地の一部は廿日市市に管理を委託しイベント等に利用されている。

(カ) 港湾事業 

【厳島港の沿革】 

厳島港は，胡町及び宮島口地区を中心に年間船舶乗降人員が 9,242 千人（全国１位，平成

29 年），入港船舶隻数 62 千隻（全国 2 位，平成 29 年）を誇る広島県管理の地方港湾で，日

本三景・世界文化遺産の島である宮島の観光港及び住民の生活港として利用されている。厳

島港の歴史は，6 世紀の嚴島神社の創建と共にはじまったといわれており，江戸時代には北

前船等の商船が多く寄航し，大いに繁栄を極めたと言われている。また，明治 30 年の山陽鉄

道厳島駅（現 JR 西日本宮島口駅）の開業に合わせ，宮島口に宮島への定期航路が就航したこ

となどにより旅客の利用が増加して，現在では国内外からの多くの観光客で賑わっているこ

とから，公共桟橋等の整備を進めるため平成23年3月に新たに宮島口を港湾区域に編入した。 

佐方線（廿日市市桜尾３丁目～佐方）

れんげ祭り
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（宮島口地区） 

世界文化遺産「嚴島神社」の玄関口として，JR 山陽本線及び広島電鉄宮島線と宮島航路を

結ぶ交通結節点となっている。しかしながら，桟橋が老朽化しており，また，旅客ターミナ

ル周辺の土地の不足から来訪者の集合スペースが確保されていない状況である。このような

ことから，世界文化遺産「嚴島神社」の玄関口としてふさわしい港湾機能を確保するため，

浮桟橋，旅客ターミナル，旅客埠頭用地及び緑地を整備する。 

平成 25 年度から埋立工事に着手し，フェリー航路を休止することなく工事を進め，平成

30 年度に埋立工事を竣功させた。平成 30 年度には大桟橋屋根及び旅客ターミナルの建設に

着手しており，今年度末の完成をめざし整備を進める。 

整備イメージ 

厳島港整備事業（宮島口地区）

着 工 前 
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（杉之浦地区） 

荒天時における港内の静穏を確保し，漁船・フェリー等の安全な係留を確保するため，

防波堤の整備を行う。

防波堤(南)については，平成 26 年度に完成させた。平成 28 年度には防波堤(北)の工事に

着手しており，令和 3年度の完成をめざし整備を進める。 

厳島港整備事業（杉之浦地区） 

防波堤(北)L=240ｍ 

R3 年度完成予定 
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（キ）海岸事業 

広島沿岸域は干満差が大きく，台風の通過コースにあたることも多いなど，異常潮位に対

して極めて不利な立地条件にあるため，過去に大規模な高潮災害が数多く発生してきた。こ

のような高潮，波浪等による被害から人命，財産を守ることを目的として海岸保全事業とし

て高潮対策工事を実施している。 

廿日市支所管内においては，平成 23 年度から地御前漁港海岸，塩屋漁港海岸，平成 26 年

度から大竹港海岸（三菱地区），平成 27 年度から大野海岸（大国蛭ヶ崎地区海岸，早時地区

海岸）の工事を実施している。このうち，塩屋漁港海岸については平成 27年度，地御前漁港

海岸(１工区)については平成 29 年度に護岸工事を完成させた。平成 30 年度には早時地区海

岸の工事に着手しており，また令和 2 年度からの地御前漁港海岸(2 工区)の工事着手に向け

て，調査設計等の業務を進める。

塩屋漁港海岸地御前漁港海岸(１工区) 

大竹港海岸（三菱地区） 大野海岸大国蛭ヶ崎地区海岸

大野海岸早時地区海岸 地御前漁港海岸（2 工区）
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イ 社会資本ストックの有効活用

(ア) 道路再生改良事業 

既存道路の局部的な線形改良や待避所設置，また，交差点の部分拡幅による渋滞対策など，

当面の交通課題を解消するため，道路再生改良事業を実施する。今年度は，主要地方道大竹

湯来線（廿日市市楢原及び渡ノ瀬），一般県道廿日市港線（廿日市市下平良），一般県道栗谷

河津原線（大竹市栗谷町広原）の待避所設置の事業などを進める。 

(イ) 土砂災害警戒区域等の指定 

近年の気象条件の激化による集中豪雨の増加等，災害リスクが高まっている中で，県民み

んなで「災害死ゼロ」を目指す取組を進め，災害に強い県土づくりを進める必要がある。 

特に，平成 26 年,30年に県内で発生した土砂災害では，甚大な被害が発生しており，施設

整備等のハード対策を推進するとともに，ソフト対策を着実に推進していくことが極めて重

要と認識している。 

このことを踏まえ，土砂災害から県民の生命を守るため，土砂災害防止法に基づく土砂災

害警戒区域等の指定を加速化させ，市町の警戒避難体制の支援や新規宅地開発の抑制を行い，

ハードとソフト対策により総合的な防災対策を実施する。 

令和元年 6 月末時点で廿日市支所管内における土砂災害警戒区域等の指定状況は 2,219 箇

所（内訳：急傾斜地 1,328 箇所，土石流 885 箇所，地滑り 6箇所）である。 

施工前 施工後

一般県道 栗谷大野線（大竹市栗谷町後原）
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ウ 社会資本の適正な維持管理 

(ア) 維持修繕事業 

道路における安全確保と機能保持のため，道路巡視をおこない危険箇所・路面異常の早期

発見に努めるとともに，修繕を行う。河川においては流水の機能保持のため，河川堆積土の

除去や護岸の修繕を行う。また，砂防・急傾斜施設において県民の生命・財産の安全確保の

ため，施設の修繕を行う。維持修繕事業の実施に当たっては，透明性・公平性の観点や住民

の要望等も考慮の上，緊急性の高いところから順次取り組む。 

これらの日常的維持修繕に加えて，アセットマネジメントの「計画的・効率的な予防保全」

を進めていくために，落石等を防ぎ災害に強い道路網の確保を図る道路災害防除事業，構造

物の延命化と防災機能向上を図る橋梁補修・耐震補強事業，トンネル補修事業，舗装補修事

業，砂防堰堤緊急改築等を行う。 

道路災害防除事業や橋梁等補修事業の実施に当たっては，点検結果をもとに緊急性を総合

的に判断して，優先度の高いものから順次整備を進めていく。 

一般国道 2 号 舗装補修（廿日市市串戸）

施工前 施工後

一般国道 186 号 翠橋耐震補強工事（大竹市北栄）
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(イ) アセットマネジメント事業 

既存の公共土木施設を資産（アセット）としてとらえ，施設の状態を客観的に把握・評価

し，中長期的な資産の状態を予測することにより，ライフサイクルコストが最小となるよう

総合的な管理・運用（マネジメント）を図るアセットマネジメントを導入し，計画的な維持

修繕や，施設の長寿命化を図り，県民の安全確保や，施設の適正な維持管理に取り組む。 

令和元年度は，管内の各種公共土木施設の施設点検を進めるとともに，点検結果を活用し

たサイクル型の維持管理を進め，アセットマネジメントの推進を図る。 

(ウ) 除雪業務 

管内北部は，山間部に位置し，豪雪地帯指定地域であるため，大雪に見舞われることもあ

る。冬季道路交通網の確保のため，除雪業務を行う。 

一般国道１８６号  除雪状況（廿日市市吉和）

施工前 施工後

砂防指定地内河川 可愛川（廿日市市平良）
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(3) 廿日市支所今後の実施方針 

廿日市支所管内は，瀬戸内海の島しょ部から沿岸部，内陸部を通じて，西中国山地に至る

変化に富んだ地形条件と豊かな自然環境から構成され，その中に多様な性格を有する市街地

や集落が形成されており，その中で抱える地域の課題は様々である。 

こうした各地域が抱える課題を適確に把握し，効果的な社会資本整備を行っていくため，

自然特性，地形特性，社会特性を踏まえた地域割りを行い，各地域の課題解消に向けた今後

の実施方針を示した。 

令和元年度は，昨年度に引き続き，この実施方針に沿った取組を，大竹市，廿日市市と連

携し，着実に実施する。 

広島県ホームページに掲載の廿日市支所整備計画実施方針

（https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/211/）
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6 参考資料 

（1）交通の状況

（軽四以上）

路  線  名 観 測 地 点 
1 日平均交通量             （台）  （12 時間） 

平 17年調査 平 22 年調査 平 27 年調査 

一 般 国 道 2 号 廿日市市 桜尾本町 14,765 14,210 14,266 

   〃     1 8 6 号 大 竹 市 油見二丁目 3,281 8,557 9,691 

〃         〃 〃 前飯谷 3,000 2,852 3,374 

〃         〃 廿日市市 栗栖 1,661 1,472 984 

   〃     4 3 3 号 〃 上平良 6,305 7,217 7,703 

   〃     4 8 8 号 〃 吉和 154 28 148 

主要地方道廿日市佐伯線 〃 津田 8,053 7,500 6,526 

〃         〃 〃 宮内 11,516 13,034 12,010 

   〃   大竹湯来線 大 竹 市 松ケ原 1,378 1,383 1,442 

〃         〃 廿日市市 友田 3,139 3,009 1,540 

   〃   厳島公園線 〃 宮島 781 726 677 

一般県道乙瀬小方線 大 竹 市 小方三ッ石 3,440 1,677 1,766 

   〃  佐 伯 錦 線 廿日市市 中道 178 171 152 

   〃   栗谷大野線 大 竹 市 栗谷奥谷尻 392 570 439 

〃         〃 廿日市市 大野妹背 2,949 5,209 5,582 

   〃  本多田佐伯線 〃 戸屋原 1,685 1,615 1,771 

   〃  虫道廿日市線 〃 原 303 301 303 

   〃         〃 〃 平良一丁目 3,805 3,757 4,450 

   〃  助藤津田線 〃 津田 404 324 330 
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（2） 公共土木施設の状況 

ア 道路の状況 

 当事務所が管理する道路は，瀬戸内海沿岸を走る一般国道２号をはじめ，大竹市から江

津市を結ぶ一般国道 186 号など５路線の国道があるほか，主要地方道として廿日市佐伯線

など５路線がある。更に，一般県道として乙瀬小方線など２０路線，併せて３０の路線が

あり，この総延長は約 265km に達している。 

（ただし，一般県道１路線は区域決定未了がある。） 

（ア） 概況

（平成 30年 4月 1日現在） 

種別 路線数 実延長 
（m）

改良延長 
（m）

改良率 
(%) 

舗装延長 
（m）

舗装率 
(%) 

摘要 

一 般 国 道 5 91,960.7 72,814.0 79.2 91,960.7 100.0 

主要地方道 5 55,834.3 51,075.9 91.5 55,834.3 100.0 

一 般 県 道 20 112,544.3 71,005.6 63.1 111,283.3 98.9 

廿日市支所 

管 内 計 
30 260,339.3 194,895.5 74.9 259,078.3 99.5 

（注）実延長，改良延長及び舗装延長には，ダブルウエイの数値を含む。

（イ） 道路の調べ

（平成 30年 4月 1 日現在） 

種  別 路  線  数 
実延長 A 重   用 改良延長 B 改良率 B/A

（m） （m） （m） （%） 

一 般 国 道 国 道 2 号 4,579.4 0.0 4,579.4 100.0 

〃 国 道 1 8 6 号 55,845.0 12.5 55,350.9 99.1 

〃 国 道 4 3 3 号 8,749.2 31.5 5,249.0 60.0 

〃 国 道 4 3 4 号 1,388.0 13,089.9 1,388.0 100.0 

〃 国 道 4 8 8 号 21,399.1 11,408.8 6,246.7 29.2 

小  計 5 91,960.7 24,542.7 72,814.0 79.2 

主要地方道 岩 国 大 竹 線 2,233.9 0.0 2,233.9 100.0 

〃 岩 国 佐 伯 線 3,703.6 9.6 1,956.6 52.8 

〃 廿 日 市 佐 伯 線 19,668.4 74.5 19,668.4 100.0 

〃 大 竹 湯 来 線 27,147.8 1,743.8 24,136.4 88.9 

〃 厳 島 公 園 線 3,080.6 9.4 3,080.6 100.0 

小  計 5 55,834.3 1,837.3 51,075.9 91.5 

一般県道 大 竹 美 和 線 759.5 5.0 759.5 100.0 
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種  別 路  線  数 
実延長 A 重   用 改良延長 B 改良率 B/A

（m） （m） （m） （%） 

一般県道 乙 瀬 小 方 線 2,984.2  552.5 2,889.2  96.8 

〃 大 竹 和 木 線 区 域 決 定 未 了 

〃 佐 伯 錦 線 6,388.0  0.0 3,361.5  52.6 

〃 厳島港厳島神社線 479.5  0.0 479.5  100.0 

〃 廿日市停車場線 842.3  20.3 547.3  59.2 

〃 玖 波 停 車 場 線 97.0  13.0 0.0  0.0 

〃 大 竹 停 車 場 線 490.8 0.0 490.8 100.0 

〃 廿 日 市 港 線 2,659.5 37.5 2,659.5 100.0 

〃 栗 谷 大 野 線 26,280.1 1,014.6 16,321.5 62.1 

〃 長 野 葛 原 線 3,184.3  22.0 3,038.8  95.4 

〃 川 角 佐 伯 線 4,259.5  15.4 4,259.5  100.0 

〃 本 多 田 佐 伯 線 16,736.7 421.0 16,719.7 99.9 

〃 虫 道 廿 日 市 線 16,223.7 4,462.0 5,945.1 36.6 

〃 助 藤 津 田 線 5,496.0 21.8 3,351.0 61.0 

〃 吉 和 戸 河 内 線 9,711.3 9.0 3,112.9 32.1 

〃 栗 谷 河 津 原 線 5,749.7  1,137.6 3,558.2  61.9 

〃 白 砂 玖 島 線 1,740.5  26.4 1,740.5  100.0 

〃 廿 日 市 環 状 線 467.3 34.1 467.3 100.0 

〃 所 山 潮 原 線 11,181.9 26.0 4,777.3 42.7 

小  計 20 112,544.3 6,161.0 71,005.6 63.1 

合  計 30 260,339.3 35,541.0 194,895.5 74.9 

（ｳ） 橋梁及び隧道

（平成 30年 4月 1 日現在） 

区分 数 
延長 

(m)

規格改良済 未 改 良 永  久

橋 化 率

木    橋 石    橋 
摘 要 

数 延長 (m) 数 延長 (m) 数 延長 (m) 数 延長 (m)

橋 梁 243 4,819.5 204 4,473.4 39 346.1 100% － － － －

ﾄﾝﾈﾙ 15 5,465.9 15 5,465.9 － － － － － － －

（エ） 橋梁荷重制限箇所

（平成 30年 4月 1 日現在） 

路   線   名 河 川 名 橋  梁  名 制限重量（t） 摘    要 

主要地方道大竹湯来線 井 関 川 井 関 橋 16.0 

一般県道虫道廿日市線 吉 末 川 柿 の 木 橋 14.0 

   〃  吉和戸河内線 太 田 川 小 松 原 橋 16.0 

   〃      〃 瀬 戸 川 瀬 戸 川 橋 14.0 

   〃      〃 小 谷 川 小 谷 橋 14.0 
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イ 河川の状況 

 一級河川は，太田川水系に 2河川，小瀬川水系に 9河川，合わせて 11 河川がある。これに

二級河川の御手洗川ほか 2河川を加え，14河川を県が管理している。その管理延長は約 112km

に及んでいる。 

（平成 31年 4月 1 日現在） 

 河 川 名 
河川延長 

(km)

未 改 修 

延長(km)

改 修 済 

延長(km)

改修不要 

延長(km)

改修率
(％)

摘  要 

一級河川

直轄区間 

（国管理）

小 瀬 川 22.25 － － － － 

前 飯 谷 川 1.20 － － － － 

計 2 河川 23.45 － － － － 

一級河川

指定区間

(県管理) 

太 田 川 16.2 3.3 5.4 7.5 62.1 太田川水系

中 津 谷 川 4.0 0.0 0.0 4.0 － 

小 瀬 川 36.25 7.3 6.4 22.55 46.7 小瀬川水系

玖 島 川 24.7 11.2 6.7 6.8 37.4

氏 森 川 0.8 0.8 0.0 0.0 0.0 

市 野 川 2.6 2.6 0.0 0.0 0.0 

林 川 1.5 1.5 0.0 0.0 0.0 

小 原 川 0.11 0.11 0.0 0.0 0.0 

七 瀬 川 6.5 0.5 0.0 6.0 0.0 

大 虫 川 6.3 0.0 0.0 6.3 － 

中 山 川 2.5 2.5 0.0 0.0 0.0 

計 11 河川 101.46 29.81 18.5 53.15 38.3

二級河川 

( 県管理 ) 

永 慶 寺 川 3.6 0.0 3.4 0.2 100.0

御 手 洗 川 4.9 0.7 3.3 0.9 82.5 

可 愛 川 1.7 0.0 1.5 0.2 100.0

計  3 河川 10.2 0.7 8.2 1.3 92.1

県管理 

河川計 
14 河川 111.66 30.51 26.7 54.45 46.7

準用河川

(大竹市管理) 
藤 谷 川 0.22    

－ 

－ 

計  1 河川 0.22    － 

総 合 計 17 河川 135.33    －  
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ウ 砂防関係の状況 

 砂防関係では，ぜい弱な花崗岩地帯が広がる沿岸部では土石流危険渓流や急傾斜地崩壊危

険箇所が多く，砂防指定地内河川として 155 渓流が指定されているほか，急傾斜地崩壊危険

区域 138 地区，地すべり防止地区として 1 地区が指定されている。また，土砂災害警戒区域

1,935 地区，土砂災害特別警戒区域 1,807 地区が指定されている。 

(ア） 概況 

                                                               （平成31年4月1日現在） 

種 別 指定地区数 
指定延長面積 

摘    要 
延 長（m） 面 積（ha）

急 傾 斜 地 崩 壊

危 険 区 域
138 ― ―  

砂 防 指 定 地 203 180,214 788.66 渓流数 155 

地すべり防止区域 1 ― 52.06 女鹿平地区（廿日市市吉和）

土砂災害警戒区域

(土砂災害特別警戒区域) 

1,935 

（1,807） 
― ―  

（イ） 急傾斜地崩壊危険区域  

（平成 31年 4月 1日現在） 

崩壊危険区域名 指定年月日 告示番号 備考 

木野地区 S45.3.27 281 

木野地区（追加） S60.1.28 104 

穂仁原地区 S45.9.27 818 

立戸地区 S45.9.29 818 

小方地区 S44.12.26 981 

小方地区（追加） S53.3.20 231 

玖波地区 S45.3.27 281 

中津原地区 S46.3.30 338 

三ツ石地区 S46.3.30 338 

阿多田地区 S46.3.30 338 

白石地区 S47.3.31 282 

宮の下地区 S53.3.20 231 

立戸３丁目地区 S54.10.26 868 

338安条地区 S55.2.13 125 

立戸２丁目地区 S55.2.13 125 

防鹿地区 S56.3.27 311 

唐船浜地区 S57.1.18 11 

上木野地区 S58.7.18 729 

早瀬ヶ迫地区 S58.9.29 976 
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崩壊危険区域名 指定年月日 告示番号 備考 

元町４丁目地区 S58.7.18 729 

松ヶ原地区 S58.1.20 74 

下木野地区 S59.3.29 315 

立戸１丁目地区 S58.1.20 74 

白石２丁目地区 S61.2.13 138 

鞍掛地区 S61.2.13 138 

元町３丁目地区 S61.2.13 138 

宮の下Ｂ地区 S61.7.17 661 

宮の下地区（追加） S61.12.25 1130 

元町１丁目地区 S 6 2 . 3 . 9 228 

平原地区 S 6 2 . 3 . 9 228 

下木野Ｂ地区 S 6 2 . 3 . 9 228 

川見坂地区 S 6 2 . 3 . 9 228 

白石２丁目地区（追加） S62.8.31 849 

穂仁原地区(追加) S51.4.13 334 

穂仁原地区（追加） S63.2.25 189 

元町１丁目地区（追加） S63.3.28 345 

元町３丁目地区（追加） S63.3.28

. 1 1 . 1 6
345 

元町１丁目地区（追加） S62.3.30 344 

黒川２丁目地区 H 1 . 3 . 2 7 390 

玖波３丁目地区 H 1 . 8 . 1 4 881 

宮の下地区（追加） H 4 . 7 . 3 0 825 

御園１丁目地区 H 4 . 7 . 3 0 825 

5立戸２丁目（Ｂ）地区 H4.11.16 1163 

玖波６丁目地区 H4.11.16

. 9

1163 

元町３丁目地区（追加） H4.11.16 1163 

立戸２丁目（Ｃ）地区 H 5 . 1 2 . 2 1191 

油見１丁目地区 H 6 . 3 . 1 0 242 

小方２丁目地区 H 6 . 6 . 1 3 613 

宮の下地区（追加） H 6 . 8 . 1 5 780 

白石１丁目大滝地区 H6.12.28 1053 

本浦西地区 H 7 . 1 1 . 9 1170 

玖波地区（追加） H 8 . 2 . 8 156 

立戸３丁目Ｂ地区 H 9 . 6 . 1 2 669 

三ツ石地区（追加） H 1 0 . 3 . 2 257 

玖波地区（追加） H11.4.19 484 

玖波３丁目Ａ地区 H 1 2 . 7 . 3 678 

比作Ｂ地区 H 1 2 . 7 . 3 678 

玖波７丁目地区 H13.12.25 1128 
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崩壊危険区域名 指定年月日 告示番号 備考 

黒川３丁目地区 H15.12.15 1531 

大栗林地区 H17.3.28 562 

玖波６丁目地区 H22.12.16 992 

立戸Ｂ地区 H23.10.3 908 

宮ノ下地区（追加） H23.10.6 918 

宮ノ下Ｂ地区（追加） H 2 4 . 2 . 6 116 

後原Ａ地区 H27.2.26 121 （廿日市と重複） 

立戸Ｃ地区 H28.12.12 724  

鞍掛地区（追加） H28.12.12 724  

大竹市計 ５０地区（６７）   （廿日市と重複１地区含む）

篠尾地区 S45.9.29 818 

魚の棚地区 S45.3.27 281 

桜町地区 S46.3.30 338 

中西地区 S48.2.16 109 

二つ山地区 S49.3.29 244 

楢原地区 S50.3.25 294 

大西地区 S50.3.25 294 

下ノ浜地区 S53.3.20 231 

佐方地区 S52.11.15 814 

上ノ浜地区 S55.2.13 125 

土井地区 S55.2.13 125 

今市地区 S56.3.27 311 

赤崎地区 S 5 6 . 3 . 9 443 

小田島地区 S57.10.7 1055 

二重原地区 S 5 8 . 5 . 9 523 

河本地区 S59.7.30 743 

福面地区 S57.10.7 1055 

片浜地区 S59.1.17 57 

向原地区 S59.11.29 1119 

中之町地区 S60.1.28 104 

伴丈木地区 S61.3.20 262 

尾立地区 S61.12.25 1130 

鰆浜地区 S62.11.16 1050 

尾立地区（追加） S62.11.16 1050 

田屋地区 S63.2.25 189 

胡町地区 S63.2.25 189 

上西連町地区 S63.2.25 189 

東西連町地区 S63.2.25 189 

縄田地区 S63.12.26 1280 
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崩壊危険区域名 指定年月日 告示番号 備考 

早時地区 S63.12.26 1280 

赤崎Ｂ地区 S63.12.26 1280 

浜之町地区 H 1 . 8 . 1 4 881 

対厳山地区 H 2 . 2 . 8 150 

深江Ｂ地区 H 2． 2． 8 150 

大神地区 H 2 . 2 . 8 150 

幸町西浜地区 H2.12.27 1353  

南町Ｂ地区 H2.12.27 1353 

中江Ａ地区 H 3 . 3 . 2 5 439 

北山Ｂ地区 H 3 . 8 . 2 9 988 

福面Ｂ地区 H 4 . 2 . 1 0 159 

上更地地区 H 4 . 3 . 3 0 442 

伴丈木地区（追加） H 5 . 8 . 2 3 811 

長尾地区 H 5 . 8 . 2 3 811 

福面Ｂ地区（追加） H 5 . 1 2 . 2 1191 

柿ノ浦Ａ地区 H 5 . 1 2 . 2 1191 

薬師ヶ谷地区 H 5 . 1 2 . 2 1191 

南町地区 H 6 . 3 . 1 0 242 

砂原地区 H 6 . 3 . 2 8 340 

郡塚地区 H 7 . 3 . 3 0 382 

伴丈木地区（追加） H 7 . 3 . 3 0 382 

所山地区 H 7 . 7 . 1 7 779 

田尻地区 H 7 . 1 1 . 9 1170 

中津谷地区 H 9 . 6 . 1 2 669 

滝町地区 H 9 . 6 . 1 2 669 

六本松地区 H 9 . 6 . 1 2 669 

大幸地区 H 9 . 6 . 1 2 669 

金剛寺地区 H9.11.25 1187 

原地区 H9.11.25 1187 

東西連町地区（追加） H11.4.19 484 

沖山Ａ地区 H11.11.11 1046 

沖塩屋Ａ地区 H 1 2 . 7 . 3 678 

的場砂原地区 H13.3.30 373 

田屋Ｂ地区 H13.3.30 373 

林ヶ原Ａ地区 H13.1.15 51 

木上地区 H14.3.28 343 

郡塚Ｂ地区 H14.3.28 343 

潮原地区 H14.9.26 973 

西岡迫地区 H15.3.31 456 

二重原地区（追加） H 1 5 . 9 . 1 1101 
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崩壊危険区域名 指定年月日 告示番号 備考 

物見山Ｂ地区 H15.12.15 1531 

屋代１丁目３地区 H15.12.15 1531 

対厳山Ｃ地区 H16.2.26 270 

大和地区 H16.3.25 462  

魚之棚Ｂ地区 H16.3.25 462 

北山Ｃ地区 H16.3.25 462 

六本松１丁目地区 H17.2.24 242 

串戸３丁目地区 H17.9.29 1086 

南町地区 H17.9.29 1086 

沖塩屋Ｂ地区 H17.10.31 1178 

深江Ａ地区 H17.10.31 1178 

北山Ｃ地区 H18.2.27 189 

沖塩屋Ｄ地区 H18.10.16 877 

峠Ａ地区 H 1 9 . 3 . 1 207 

北山Ａ地区 H20.3.31 341 

河津原Ａ地区 H20.10.6 818 

沖塩屋Ｅ地区 H24.1.23 71 

末森地区 H 2 4 . 2 . 2 114 

小原地区 H24.3.19 235 

深江Ｃ地区 H 2 4 . 7 . 9 612 

東畑口Ｂ地区 H25.11.28 877 

清末地区 H26.2.13 84 

北山Ｂ地区 H26.2.13 84 

東畑口Ｂ地区（追加） H26.6.30 493 

後原Ａ地区 H27.2.26 121 （大竹市と重複） 

林ヶ原Ａ地区（追加） H 2 7 . 3 . 2 126 

楢原地区 H23.9.22 873 

東畑口Ｂ地区（追加） H28.11.17 680 

篠尾地区（追加） H29.2.13 61 

早時Ａ地区 H29.3.21 163 

深江Ｇ地区 H30.10.15 744 

廿日市市計 ９０地区（１００） （大竹市と重複１地区含む） 

合   計 １３９ 地区（１６６） （重複箇所を１地区とする） 

（注）（  ）は指定回数 
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（ウ） 砂防指定地                      （平成 30年 4月 1 日現在） 

渓 流 名 指  定  地  名 
告示年月日 
番   号 

延 長 
(ｍ)

面 積 
(ha)

指 定 土 地 

恵 川
大竹市玖波町字大人原 

S22.9.12
内 告 2 9 6

1,850 2.81 河川敷 

大竹市玖波町字大迫 
S24.10.8
建 告 8 4 0

1,900 30.27
地番指定 
河川敷 

黒 草 川 大竹市玖波町字神田 
S22.9.12
内 告 2 9 6

700 0.33 河川敷 

土 石 川 大竹市玖波町字大人原 
S22.9.12
内 告 2 9 6

1,500 0.26 河川敷 

新 町 川

大竹市小方町(Ｒ２号より上流
水源） 

S22.12.29
内 告 4 0 0

2,250 6.87
川の中心 
左右各 10m 

大竹市小方町小方忠四郎山・長
尾平・牛飼原山 

Ｈ16.1.28
国 告 4 9

425 1.32 標柱指定 

三ツ石川

大竹市小方町 
S22.12.29
内 告 4 0 0

2,500 5.00
川の中心 
左右各 10m 

大竹市小方町字三ツ石後山 
S59.3.30
建 告 7 9 6

63 0.14 標柱指定 

大竹市小方町小方字熊ヶ尾山 
S61.3.17
建 告 6 6 0

126 0.54 標柱指定 

三ツ石川
支 川

大竹市小方町小方字三ツ石後
山，熊ヶ尾山，砥川 

Ｈ5. 3 . 2 5
建 告 9 4 9

180 1.28 標柱指定 

三 ツ 石
後 谷 川

大竹市小方町小方字三ツ石後
山 

S39.7.28
建告 1871

232 1.14 官民境界 
左右各岸 20m 

大 膳 川

大竹市小方町
S22.12.29
内 告 4 0 0

4,400 8.80 川の中心 
左右各 10m 

大竹市小方町黒川字西本谷山 
S63.3.18
建 告 8 1 0

447 1.99 標柱指定 

大竹市玖波町西山,字黒草山 
Ｈ5. 3 . 2 5
建 告 9 4 9

190 1.73 標柱指定 

大竹市黒川二丁目，三丁目，小
方町大字黒川 

Ｈ28.11.16
建告 1340

69 0.39 標柱指定 

大膳川左支
渓１及び２

大竹市玖波町湯船山 
Ｈ15.9.25
国告 1305

― 1.19 標柱指定 

比 作 川
大竹市小方町小方字比作 

S23.11.13
建 告 1 7 0

2,000 6.68 川の中心 
左右各 10m 

大竹市小方町小方字比作西山 
S60.12.21
建告 1869

180 0.65 標柱指定 

比 作 川
支 川

大竹市小方町小方字比作西山 
S45.11.27
建告 1708

520 1.72 官民境界 
左右各 20m・10m 

本 浦 川 大竹市小方町大字阿多田島 
S26.11.13
建 告 9 6 4

200 0.17 標柱指定 
河川敷 

本 浦 川
支 川

大竹市阿多田，小方町小方字阿
多田島山 

Ｈ5. 3 . 2 5
建 告 9 4 9

355 38.15
標柱指定 
河川敷 

大 谷 川

大竹市栗谷町大字小栗林 
S27.7.11
建 告 9 4 0

2,500 1.77 標柱指定 
河川敷 

大竹市栗谷町大字小栗林 
S 6 0 . 2 . 9
建 告 1 5 8

251 0.57 標柱指定 

大竹市栗谷町大字小栗林 
S62.3.16
建 告 6 7 0

266 0.92 標柱指定 
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観音谷川 大竹市栗谷町大字奥谷尻 
S27.7.11
建 告 9 4 0

280 0.16 標柱指定 
河川敷 

渓 流 名 指  定  地  名 
告示年月日
番 号

延 長
(ｍ)

面 積
(ha)

指 定 土 地 

観音谷川 大竹市栗原町広原 
Ｈ22.12.8
建告 1453

100 0.20 地番指定 

二 井 川
大竹市大竹町大字木野

建 告 9 4 0
Ｓ27.7.11

200 0.17 河川敷 
標柱指定 

大竹市大竹町木野中律原山 
Ｈ1. 1 . 3 1
建 告 1 4 5

145 0.57 標柱指定 

薬 師 川
大竹市大竹町大字木野

Ｓ27.7.11
建 告 9 4 0

400 0.29
標柱指定 
河川敷 

大竹市大竹町大字木野 
Ｓ33.6.16
建告 1170

200 0.60 標柱指定 

八 丁 川 大竹市小方町大字小方 
Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

1,180 0.95 標柱指定 
河川敷 

前飯谷川
大竹市小方町大字小方 

Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

1,890 2.02 河川敷 

大竹市小方町小方字ヌクイガ
谷 

Ｈ 2 . 2 . 6
建 告 2 0 4

309 3.05 標柱指定 

前飯谷川
及び支川

大竹市小方町字前飯谷 
Ｓ55 . 4 . 2
建 告 7 9 0

890 7.43

川の中心 
左右各 75m･35m･25m 
支川の中心 
左右各  70m・5m 

卸 場 川

大竹市小方町大字小方 
Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

1,230 0.79 標柱指定 
河川敷 

大竹市小方町小方字揚ヶ山 
Ｈ8. 3 . 1 5
建 告 6 5 1

140 0.71
地番指定 
河川敷，道路敷 

大竹市小方町大字小方 
Ｈ15.2.13
国 告 1 2 0

345 0.85 標柱指定 

登 里 川 大竹市栗谷町大字後原 
Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

145 0.08
標柱指定 
河川敷 

森の谷川 大竹市松ヶ原町 
Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

560 0.28 標柱指定 
河川敷 

北 谷 川 大竹市松原町字半田 
Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

390 0.20 標柱指定 
河川敷 

町ケ原川 大竹市栗谷町大字後原 
Ｓ27.11.15
建告 1386

400 0.30 標柱指定 
河川敷 

堂の谷川 大竹市栗谷町大字広原 
Ｓ27.11.15
建告 1386

600 0.26
標柱指定 
河川敷 

大滝谷川 大竹市栗谷町大字広原 
Ｓ27.11.15
建告 1386

650 0.22 標柱指定 
河川敷 

出 合 川 大竹市松ヶ原字東河内 
Ｓ28.4.27
建 告 6 4 0

1,400 0.79 標柱指定 
河川敷 

井瀬ケ原川 大竹市栗谷町大字広原 
Ｓ28.12.11
建告 1484

400 0.18
標柱指定 
河川敷 

谷 和 川 大竹市栗谷町大字栗林 
Ｓ29.12.7
建告 1577

1,700 9.50 標柱指定 
河川敷 

中 の 川
及び支川

大竹市小方町大字阿多田島 
Ｓ37.10.30
建告 2732

649 2.00
官民境界 左右各15m
河川敷 

大竹市小方町大字阿多田島 
Ｓ60.12.21
建告 1869

60 0.14 標柱指定 

稲荷谷川
及び支川

大竹市大竹町大字木野 
Ｓ39 . 6 . 2
建告 1377

340 1.36
官民境界 左右各20m
河川敷 

上稲荷谷川 大竹市大竹町大字木野 
Ｓ39 . 6 . 2
建告 1377

500 2.04
官民境界 左右各20m

河川敷 
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渓 流 名 指  定  地  名
告示年月日
番   号

延 長
(ｍ)

面 積
(ha)

指 定 土 地 

中稲荷谷川 大竹市大竹町大字木野 
Ｓ51.6.10
建 告 9 5 0

200 0.54 川の中心 
左右各 30m・5m 

小森谷川 大竹市大竹町大字木野 
Ｓ41 . 8 . 1
建告 2436

280 1.18
官民境界 左右各20m
河川敷 

谷 郷 川

大竹市小方町大字小方
Ｓ41 . 8 . 1
建告 2436

714 3.02
官民境界 左右各20m
河川敷 

大竹市油見字丸子山 
Ｈ23.11.28
国告 1225

320 0.50 標柱指定 

大竹市油見字丸子山 
Ｈ26 . 8 . 5
国 告 7 7 1

136
解除76

0.0771
解除 0.0679 

標柱指定 

秋 葉 川 大竹市元町 3丁目字大河原 
Ｓ42.3.31
建告 1001

663 1.37 川の中心 
左右各 30m 

平 原 川 大竹市大竹町字百町 
Ｓ43.5.23
建告 1503

618 1.37
官民境界 左右各10m
河川敷 

平 原 川 
及び右支渓

大竹市新町３丁目 
Ｈ27.12.28
国 告 2 9 1

256 1.85 標柱指定 

郷 谷 川 大竹市大竹町字丸子山 
Ｓ43.5.23
建告 1503

715 1.63
官民境界 左右各10m
河川敷 

立戸川支川 大竹市立戸 3丁目字東山 
Ｓ45.11.27
建告 1708

330 4.48 標柱指定 

古 森 川 大竹市油見 2丁目 
Ｓ46.12.6
建告 1948

362 2.53
標柱指定 
川の中心 左右各 5m 

西山谷川 大竹市玖波町字西山 
Ｓ53.4.18
建 告 8 5 7

900 36.89 川の中心 
左右各 40m・5m 

玖 波 川
右支渓 1

大竹市玖波町字唐船浜 
Ｈ16.12.22
国告 1605

110 0.71 標柱指定 

渓流  44 大 竹 市 計 （63） 37,667 205.82

長 野 川

廿日市市大字原字半明原 
Ｓ14 . 2 . 1
内 告 4 1

3,000 7.18
地番指定･堤防敷 
道路敷･水路敷･河川敷

廿日市市大字原字長谷 
Ｓ46.12.6
建告 1948

1,330 5.44 川の中心 
左右各 20m 

廿日市市大字原字長谷 
Ｈ12 . 8 . 9
建告 1752

200 0.41 標柱指定 

廿日市市大字原字長谷・茶臼岩
山 

Ｈ16.12.2
国告 1482

190 0.46 標柱指定 

長 野 川
支 川

廿日市市大字原字長谷 
Ｓ55.4.26
建 告 9 3 4

518 1.53
川の中心 
左右各 25m・10m 

可 愛 川 廿日市市大字平良字道狭 
Ｓ14 . 2 . 1
内 告 4 1

3,500 25.88 地番指定 
道路敷･水路敷･河川敷

河 末 川 廿日市市字森宗 
Ｓ14 . 2 . 1
内 告 4 1

3,000 13.98
地番指定･堤防敷 
道路敷･水路敷･河川敷

入 野 川 廿日市大字宮内字西畑口 
Ｓ23.7.31
建 告 3 0

1,300 1.88 河川敷 

御手洗川
廿日市市大字黒折字辻堂原 

Ｓ27.7.11
建 告 9 4 0

1,550 1.80
標柱指定 
河川敷 

廿日市市大字宮内字城ヶ谷 
Ｓ43.5.23
建告 1503

1,260 5.47
官民境界 左右各20m 
河川敷 

御手洗川
左 支 渓 1 

廿日市市四季が丘２丁目 
Ｈ16 . 2 . 4
国 告 7 1

― 0.37 標柱指定 
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渓 流 名 指  定  地  名 
告示年月日
番   号

延 長
(ｍ)

面 積
(ha)

指 定 土 地 

御手洗川
左 支 渓 2 

廿日市市四季が丘２丁目 
Ｈ16 . 2 . 4
国 告 7 1

― 0.46 標柱指定 

御手洗川
左 支 渓 3 

廿日市市四季が丘２丁目 
Ｈ16 . 2 . 4
国 告 7 1

― 0.88 標柱指定 

御手洗川
左支渓4･5･6

廿日市市四季が丘
Ｈ16.12.22
国告 1605

740 3.09 標柱指定 

御手洗川
左支渓7･8･9

廿日市市宮園 
Ｈ16.12.22
国告 1605

460 3.38 標柱指定 

御手洗川
左支渓10･11 

廿日市市宮園 
Ｈ17.1.26
国 告 1 0 8

500 1.46 標柱指定 

御手洗川
左支渓12･13 

廿日市市宮内城ヶ谷,東谷,出
ヶ原 

Ｈ17.12.26
国告 1472

950 4.88 標柱指定 

御手洗川
左支渓 14

廿日市市宮内東谷,出ヶ原 
Ｈ17.12.26
国告 1474

560 2.95 標柱指定 

御手洗川
右支渓 1

廿日市市宮内城ヶ谷,向井原 
Ｈ17.12.26
国告 1474

340 1.33 標柱指定 

御手洗川
右支渓 2

廿日市市宮内城ヶ谷,向井原 
Ｈ17.12.26
国告 1474

240 1.60 標柱指定 

大 神 川 廿日市市大字地御前字大神 
Ｓ28.4.27
建 告 6 4 0

190 0.05
標柱指定 
河川敷 

後 畑 川
廿日市市大字原字後畑 

Ｓ32 . 5 . 7
建 告 7 5 7

3,900 2.70 河川敷 

廿日市市大字原 
Ｈ12 . 8 . 9
建告 1752

1,057 3.03 標柱指定 

下田尾川 廿日市市大字原字川末 
Ｓ35.6.10
建告 1085

445 4.45
標柱指定,河川敷  
川の中心 右岸 4m 

佐 方 川

廿日市市大字佐方字亀ヶ原 
Ｓ28.4.27
建 告 6 4 0

1,650 0.95
標柱指定 
河川敷 

廿日市市大字佐方字平岩 
Ｓ37.11.16
建告 2886

2,060 10.30
官民境界 左右各25m 
河川敷 

廿日市市大字佐方字苅場谷,平
岩 

Ｈ14.2.13
国 告 6 3

198 0.36 標柱指定 

廿日市市佐方宮ノ上，南小浦 
Ｈ18.2.10
国 告 2 4 0

644 1.64 標柱指定 

佐 方 川
左 支 川

廿日市市大字佐方 Ｓ60 . 2 . 9
建 告 1 5 8

167 0.40 標柱指定 

大 迫 川 廿日市市大字原字上川末 
Ｓ41.2.18
建 告 2 3 1

772 3.31 官民境界 左右各20m 
河川敷 

大 迫 川
及び支川

廿日市市大字原字川末 
Ｓ55.4.26
建 告 9 3 4

288 1.98
川の中心 
左岸 40m 右岸 50m 
左岸 30m 右岸 20m 

明 石 川 廿日市市大字宮内字深山 
Ｓ44.3.31
建 告 8 1 0

1,520 6.61
官民境界 左右各20m 
河川敷 

黒 折 川 廿日市市宮内字探山，黒折 
Ｈ 23.4.14
国告 395 

230 2.38 標柱指定 
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明 石 川
支 川

廿日市市大字宮内字野稲原 
Ｓ46.12.6
建告 1948

600 2.44
川の中心 
左右各 20m 

東 谷 川 廿日市市大字宮内字東谷 
Ｈ14.2.13
国 告 6 3

960 17.83
地番指定 
標柱指定 

東 谷 川
及び支川

廿日市市大字宮内字東谷 
Ｓ47.3.18
建 告 4 7 4

1,850 7.27
川の中心 
左右各 30m・10m 

東 谷 川
支 川

廿日市市大字宮内字東谷
Ｈ18.10.27
国告 1260

230 2.98 標柱指定 

林 川
廿日市市津田字小山 

Ｓ25.11.17
建告 1179

2,300 0.69 河川敷 

廿日市市津田字郷 
Ｓ32 . 7 . 5
建 告 8 7 8

100 0.03
標柱指定 
河川敷 

道秀原川
廿日市市津田字別府寺尾 

Ｓ27.7.11
建 告 9 4 0

628 0.22
標柱指定 
河川敷 

廿日市市津田字寺尾，鷹巣山 
大追尻 

Ｈ28 . 4 . 7
国 告 6 3 8

1,000 2.82 標柱指定 

吉 末 川
廿日市市玖島字吉村 

Ｓ27.7.11
建 告 9 4 0

3,550 2.31
標柱指定 
河川敷 

廿日市市玖島字上吉末 
Ｓ55 . 4 . 2
建 告 7 9 0

370 3.44
川の中心 
左岸 30m 右岸 70m 

冷 川 廿日市市浅原字冷川 
Ｓ27.7.11
建 告 9 3 9

4,500 1.35
標柱指定 
河川敷 

重 山 川 廿日市市浅原字戸屋原 
Ｓ27.7.11
建 告 9 3 9

700 0.28
標柱指定 
河川敷 

狼 谷 川 廿日市市中道字貫兵 
Ｓ27.7.11
建 告 9 4 0

650 2.60
標柱指定 
河川敷 

中 道 川 廿日市市中道字三島 
Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

3,800 7.60 河川敷 

大 町 川 廿日市市玖島字大町 
Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

2,830 1.47
標柱指定 
河川敷 

古道谷川 廿日市市河津原字本谷山 
Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

600 9.00
標柱指定 
河川敷 

二の谷川 廿日市市中道字中西 
Ｓ27.11.15
建告 1386

1,800 7.20
標柱指定 
河川敷 

八幡迫川 廿日市市津田字別府 
Ｓ27.11.15
建告 1386

1,310 4.59 河川敷 

勝 成 川 廿日市市津田字林下山 
Ｓ28.4.27
建 告 6 4 0

1,380 0.35
標柱指定 
河川敷 

大 才 川 廿日市市玖島字中村大沢 
Ｓ29.2.16
建 告 1 1 4

2,850 2.00 河川敷 

峠ケ原川 廿日市市友田字乙丸 
Ｓ29.2.16
建 告 1 1 4

500 0.45
標柱指定 
河川敷 

神 宮 川 廿日市市河津原字上本谷 
Ｓ29.2.16
建 告 1 1 4

2,600 2.40
標柱指定 
河川敷 

白 河 川 廿日市市浅原字白河釜ヶ谷 
Ｓ30.3.14
建 告 1 9 1

650 0.30
標柱指定 
河川敷 

平岩谷川 廿日市市中道字板押乙 
Ｓ30.3.14
建 告 1 9 1

980 1.40
標柱指定 
河川敷 

市 野 川 廿日市市浅原字大滝平山 
Ｓ32.10.7
建告 1257

2,150 8.17
官民境界 左右各15m 
河川敷 

泉 水 川 廿日市市金尾松山 
Ｓ33.6.16
建告 1170

1,850 5.10
官民境界 左右各10m 
河川敷 
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別 府 川 廿日市市津田字道秀原 
Ｓ39 . 6 . 2
建告 1377

1,500 7.77
官民境界 左右各20m 
河川敷 

江 尻 川
及び支川

廿日市市津田字江尻 
Ｓ39 . 6 . 2
建告 1377

1,750 7.35
官民境界 左右各20m 
河川敷 

小 西 川
及び支川

廿日市市浅原字青木山
Ｓ41.2.18
建 告 2 3 1

1,360 5.33
官民境界 左右各20m 
河川敷 

戸屋原川 廿日市市浅原字大原山 
Ｓ41.2.18
建 告 2 3 1

410 1.65
官民境界 左右各20m 
河川敷 

千代田川 廿日市市峠字柳水 
Ｓ43.5.23
建告 1503

3,360 14.80
官民境界 左右各20m 
河川敷 

小田原川 廿日市市浅原字松平山 
Ｓ45.11.27
建告 1708

1,640 10.67
標柱指定 
官民境界 左右各20m

下 山 川 廿日市市河津原 
Ｓ47.3.18
建 告 4 7 4

1,600 5.28
川の中心 
左右各 20m・10m 

猪 迫 川 廿日市市浅原字梅ヶ尾山 
Ｓ47.12.27
建告 2187

2,460 6.02
川の中心 
左右各 30m・10m 

小 坂 川 廿日市市永原字竹垣内山 
Ｓ50.4.26
建 告 7 9 0

1,360 6.42
川の中心 
左右各 30m・10m 

大久保川 廿日市永原芋ケ迫山 
Ｈ18.3.30
国 告 4 2 6

470 3.40 標柱指定 

泉水南谷川 廿日市玖島野貝島 
Ｈ18.3.30
国 告 4 2 6

330 3.21 標柱指定 

鍛治屋原川
廿日市市吉和字細井原 

Ｓ38.8.29
建告 2218

3,200 18.90
官民境界 左右各20m
河川敷 

廿日市市吉和字細井原 
Ｈ2. 1 1 . 7
建告 1815

135 54.00
標柱指定 
川の中心 左右各20m

鍛治屋原
川 支 川

廿日市市吉和字細井原 
Ｈ8. 3 . 1 5
建 告 6 5 1

260 1.37 標柱指定 

妙音寺原川 廿日市市吉和字妙音寺原 
Ｓ43.5.23
建告 1503

1,000 3.50
官民境界 左右各20m
河川敷 

熊 崎 川
廿日市市吉和字熊崎 

Ｓ47.12.27
建告 2187

770 2.59
地番指定 
左右各 30m・10m 

廿日市市吉和字熊崎 
Ｈ19.9.11
国告 1176

446 0.94 標柱指定 

汐 原 川
廿日市市吉和大字汐谷 

Ｓ49.2.13
建 告 1 3 0

1,650 7.70
川の中心 
左右各 40m・15m 

廿日市市吉和字西潮原 
Ｓ63.3.18
建 告 8 1 0

281 1.53 標柱指定 

市垣内川 廿日市市吉和字市惣田 
Ｓ51.6.10
建 告 9 5 0

260 0.75
川の中心 
左右各 30m・5m 

市垣内川
支 川

廿日市市吉和字市垣内 
Ｓ53.7.18
建告 1197

243 0.55
川の中心 
左右各 20m・5m 

花 原 川 廿日市市吉和大字花原女鹿平 
Ｓ52.4.20
建 告 7 3 9

350 1.33
川の中心 
左岸 30m 右岸 40m 
左右各 10m 

速 田 川 廿日市市吉和字田中原 
Ｓ55 . 4 . 2
建 告 7 9 0

835 3.17
川の中心 
左岸 80m 右岸 30m 
左右各 10m 
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毛 保 川
廿日市市大野字滝山 

Ｓ18.11.20
内 告 6 7 8

2,990 5.98 河川敷 

廿日市市大野字高馬 
Ｓ47.12.27
建告 2187

324 2.59
川の中心 
左右各 40m 

毛 保 川

廿日市市大野宇上ヶ原
Ｈ6. 8 . 1 7
建告 1802

395 2.61 標柱指定 

廿日市市大野梅原 1丁目 
Ｈ6.11.28
建告 2263

300 1.17 標柱指定 

廿日市市大野字高馬 
Ｈ11.2.18
建 告 2 3 4

350 8.00 地番指定 

廿日市市大野字上ヶ原，高馬，
滝山，大野 1丁目，梅原 1丁目

Ｈ26 . 8 . 5
国 告 7 7 1

3,750
解除 3,750 

20.6443
解除 17.20 

河川敷，道路敷， 
標柱指定 

永慶寺川 廿日市市大野界 
Ｓ23.11.22
建 告 1 8 2

2,400 20.03
川の中心 
左右各 50m 

永慶寺川
支 川

廿日市市大野字平岩 
Ｓ55.4.26
建 告 9 3 4

357 1.08
川の中心 
左岸 25m 右岸 20m 
左右各岸 5m 

永慶寺川
支 川 2

廿日市市大野字平岩 
Ｈ28 . 4 . 7
国 告 6 3 8

1,000 1.81 標柱指定 

永慶寺川
右 支 渓

廿日市市大野字襄ヶ嶽 
Ｈ15 . 1 . 9
国 告 1 1

106 0.40 標柱指定 

高 見 川
廿日市市大野字高見 

Ｓ23.11.22
建 告 1 8 2

3,400 19.93
川の中心 
左右各 50m 

廿日市市大野町亀ケ岡 
Ｈ15.11.13
国告 1463

20 0.01 標柱指定 

高見西川 廿日市市大野字襄ヶ嶽 
Ｓ62.3.16
建 告 6 6 9

412 2.31 標柱指定 

中 山 川 廿日市市大野字中山 
Ｓ23.11.22
建 告 1 8 2

2,500 19.04
川の中心 
左右各 50m 

丸 石 川
廿日市市大野字清水峯 

Ｓ24.12.2
建 告 9 0 8

1,500 0.55 河川敷 

廿日市市大野字清水峯 
Ｓ62.3.16
建 告 6 7 0

150 2.19 標柱指定 

丸石川支川 廿日市市大野字清水峯,字尾立 
Ｈ8. 3 . 1 5
建 告 6 5 1

63 0.19 地番指定 

中津岡川

廿日市市大野字矢草 
Ｓ26.11.13
建 告 9 6 4

6,000 2.10
標柱指定 
河川敷 

廿日市市大野字馬の口 
Ｓ59.3.30
建 告 7 9 6

243 1.07 標柱指定 

廿日市市大野字馬の口 
Ｈ1. 1 1 . 7
建告 1862

364 1.45 標柱指定 

廿日市市大野中空，滝山，中津
岡 

Ｈ16.1.28
国 告 4 9

820 28.11
標柱指定 地番指定 
道路敷 河川敷 

登 里 川 廿日市市大野大字後原字長原 
Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

145 0.08
標柱指定 
河川敷 

観音谷川
廿日市市大野奥谷尻下中原 

Ｓ27.7.11
建 告 9 4 0

280 0.16
標柱指定 
河川敷 

廿日市市大野字広原山 
Ｈ22．12.8
国告 1453

100  0.20 地番指定 
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北 谷 川 廿日市市大野字馬の口 
Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

390 0.20
標柱指定 
河川敷 

森の谷川
廿日市市大野字経小屋 

Ｓ27 . 8 . 6
建告 1507

560 0.28
標柱指定 
河川敷 

廿日市市大野字経小屋 
Ｈ11.2.18
建 告 2 3 4

560 5.95 標柱指定 

町ケ原川
廿日市市大野大字後原字町ヶ
原 

Ｓ27.11.15
建告 1386

400 0.30
標柱指定 
河川敷 

堂の谷川
廿日市市大野大字広原字伊勢
ヶ原 

Ｓ27.11.15
建告 1386

600 0.26
標柱指定 
河川敷 

大滝谷川
廿日市市大野大字広原字下中
原 

Ｓ27.11.15
建告 1386

650 0.24
標柱指定 
河川敷 

出 合 川 廿日市市大野字横撫 
Ｓ28.4.27
建 告 6 4 0

1,400 0.79
標柱指定 
河川敷 

下 田 川 廿日市市大野大字広原字下田 
Ｓ28.12.11
建告 1484

500 0.21
標柱指定 
河川敷 

井瀬ケ原川
廿日市市大野大字広原字井瀬
ヶ原 

Ｓ28.12.11
建告 1484

400 0.18
標柱指定 
河川敷 

志津良川 廿日市市大野大字鴉ケ岡 
Ｓ29.2.16
建 告 1 1 4

2,500 1.65
標柱指定 
河川敷 

青海苔川
廿日市市大野字清水峯 

Ｓ43.5.23
建告 1503

1,000 3.74
官民境界 左右各20m
河川敷 

廿日市市大野字清水峯 
Ｓ63 . 1 . 9
建 告 3 6

115 0.13 標柱指定 

向 原 川 廿日市市大野字清水峯 
Ｓ53.4.18
建 告 8 5 7

225 1.35
川の中心 
左右各 30m 

向 原 川
支 川

廿日市市大野字清水峯 
Ｓ54.4.17
建 告 8 7 1

371 2.20
川の中心 
左右各 40m・20m 

垣の浦川 廿日市市大野字清水峯 
Ｓ53.4.18
建 告 8 5 7

325 2.60
川の中心 
左右各 40m 

垣の浦川
支 川

廿日市市大野字清水峯 
Ｈ13.12.5
国告 1703

105 0.35 標柱指定 

塩 屋 川 廿日市市大野字清水峯 
Ｓ54.4.17
建 告 8 7 1

384 2.70
川の中心 
左右各 60m・5m 

下 灘 川 廿日市市大野字清水峯 
Ｓ54.4.17
建 告 8 7 1

155 1.20
川の中心 
左右各 40m 

西毛保川 廿日市市大野字城山 
Ｓ55 . 4 . 2
建 告 7 9 0

243 1.90
川の中心 
左右各 40m 

十郎原川 廿日市市大野字亀ケ岡 
Ｓ56.4.30
建 告 9 5 6

260 4.14 標柱指定 

丸 子 川 廿日市市大野字亀ヶ岡 
Ｓ57.5.17
建告 1165

554 2.36
標柱指定 
川の中心 左右各 5m 

四十八坂川 廿日市市大野字清水峯 
Ｓ60.12.21
建告 1869

168 0.50 標柱指定 

四十八坂川
支 川

廿日市市大野字清水峯 
Ｈ13.12.5
国告 1703

100 0.36 標柱指定 

大 元 川 廿日市市宮島町駒ヶ林 
Ｓ9. 3 . 1 3
内 告 1 3 0

1,100 1.19 河川敷 



  - 52 -      

渓 流 名 指  定  地  名
告示年月日
番   号

延 長
(ｍ)

面 積
(ha)

指 定 土 地 

紅葉谷川
廿日市市宮島町椿谷 

Ｓ9. 3 . 1 3
内 告 1 3 0

550 2.15
川の中心 
左右各 18m 

廿日市市宮島町椿谷 
Ｈ12.1.27
建 告 1 5 6

1,400 11.36
川の中心 
左右各 40m 

榧 谷 川 廿日市市宮島町
Ｓ9. 3 . 1 3
内 告 1 3 0

100 0.20
川の中心 
左右各 10m・18m 

中尾谷川 廿日市市宮島町 
Ｓ10.11.28
内 告 6 0 0

544 1.63
川の中心 
左右各 25m 

樅 谷 川
廿日市市宮島町桜町 

Ｓ12.3.27
内 告 1 4 9

330 1.16
川の中心 
左右各 30m 

廿日市市宮島町字中西町 
Ｈ25.4.22
建告 6031

― 0.08 標柱指定 

ドンドン川 廿日市市宮島町西連町 
Ｓ12.4.28
内 告 3 2 7

400 2.20
川の中心 
左右各 25m 

白 糸 川
廿日市市宮島町 

Ｓ23.10.20
建 告 1 1 7

560 0.25 河川敷 

廿日市市宮島町 
Ｈ18.3.30
国 告 4 2 6

1,380 19.84 標柱指定 

杉の浦川 廿日市市宮島町杉之浦 
Ｓ27.10.24
建告 1332

733 0.21 河川敷 

渓流 111 廿 日 市 市 計 （140） 142,547 582.84

渓流 155 合       計 （203） 180,214 788.66

（注） 渓流数・指定回数の各市計と合計は一致しない。 

エ 港湾，漁港及び海岸保全区域の状況

港湾は，地方港湾が２港湾，漁港は，第２種漁港が２漁港ある。 

また，海岸保全区域は 22ヶ所 25.9km が指定されている。 

(ア） 港湾 

(平成 30 年 4月 1 日現在） 

種   別 港 湾 名 市 町 名 摘    要 

地 方 港 湾 
大  竹  港 大  竹  市 

厳  島  港 廿 日 市 市 

合    計 ２     港 

(イ） 漁港 

(平成 30 年 4月 1 日現在） 

種   別 漁 港 名 市 町 名 摘    要 

第２種漁港 
塩  屋  漁 港 

廿 日 市 市 
地 御 前 漁 港 

合    計 ２  漁  港 
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 (ウ） 海岸保全区域 

(平成 30年 4月 1 日現在） 

区 分 海 岸 名 地 区 海 岸 名 延長 (m） 摘 要 

漁港海岸 地御前漁港 地御前地区海岸 670.0 

塩 屋 漁 港 
塩屋地区海岸 1,520.0 

片浜地区海岸 351.0 

小    計 1,871.0 

       計   2,541.0 

建 設 海 岸 廿日市海岸 嘉 永 地 区 海 岸 125.0 

  扇 新 開 地 区 海 岸 320.0 

  阿 品 地 区 海 岸 ( 田 尻 ) 917.0 

  阿 品 地 区 海 岸 ( 鰆 浜 ) 1,028.0 

  阿品地区海岸(阿品3丁目) 712.3 

 小    計 3,102.3 

 大 野 海 岸 小 田 島 地 区 海 岸 908.0 

  大 国 蛭 ケ 崎 地 区 海 岸 2,627.0 

  赤 崎 地 区 海 岸 389.0 

  深 江 地 区 海 岸 888.0 

  鼓 ヶ 浜 地 区 海 岸 20.0 

  丸 石 地 区 海 岸 618.0 

  上 ノ 浜 地 区 海 岸 550.0 

  早 時 地 区 海 岸 779.0 

 小    計 6,779.0 

計 9,881.3 

港 湾 海 岸 大竹港海岸 大 竹 地 区 海 岸 7,939.0 

  恵 川 地 区 海 岸 230.0 

 小    計 8,169.0 

 厳島港海岸 包 ヶ 浦 地 区 海 岸 1,521.0 

  杉 の 浦 地 区 海 岸 1,332.0 

  有 の 浦 地 区 海 岸 1,439.6 

  網の浦・大元地区海岸 1,045.0 

 小    計 5,337.6 

計 13,506.6 

合       計 25,928.9 
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管 内 各 市 の 紹 介
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笑顔・元気かがやく 大竹…大竹市

1 沿  革 

 明治 22 年 4月 1日，町村制施行により，大竹村・      

小島新開は大竹村に，小方村・黒川村は小方村に，大

栗林村・小栗林村・後原村・奥谷尻村・谷和村は栗谷

村に，峠村・渡瀬村・松ケ原村は三和村になる。 

 明治 43年 1月，大竹町制施行。大正 13年 6月，玖

波町制施行。昭和 4年 4月，大竹町と油見村合併。昭

和 26年 2月，小方町制施行。昭和 26年 4月，大竹町

と木野村合併。昭和 29 年 9 月 1日，大竹市制施行（大

竹町・小方町・玖波町・栗谷村・友和村の一部松ケ原

地区の合併）。 

2 市の魅力 

(1) 【手すき和紙】400 年以上前から小瀬川の恵まれた水を利用し，一枚一枚ていねいにつくって

いる。広島県内では，唯一，原料のコウゾの育成から和紙の生産まで一貫して行っている。 

(2) 【弥栄ダム】堰堤の高さ 120m，長さ 540m、体積 155 万 m３，海岸から 14km と極めて近い位置

にあり，貯水面積 3.6k ㎡，総貯水量 11，200 万 m３の全国有数のダムである。 

(3) 【三倉岳】市の北部にそびえ，鋭くとがった三つの峰をもっており，標高は 702m。南宗画風

の清楚な趣があり，古くから「安芸の国の名山」として知られている。 

(4) 【下水道の普及率】人口普及率 94.7%で，県内の市では 2位，県内で 4位，中四国地方でトッ

プクラスの普及率である。（平成 30年 3月 31 日現在） 

(5) 【製造品出荷額】 化学工業の製造品出荷額等が県内で 1位。（平成 30年 12 月現在） 

3 名所・旧跡             4 大竹市の名勝紹介 

 ・三倉岳

  （県立自然公園・国民休養地）

 ・蛇喰磐（県天然記念物）

 ・弥栄峡（県名勝）

 ・弥栄ダム

  （国土交通省多目的ダム）

 ・憩の森（錦龍公園）

 ・亀居城跡（亀居公園）

  （大竹市史跡指定）

 ・阿多田島

                          蛇  喰  磐

 人 ロ…26,941 人（H31.4） 

 面 積…78.66k ㎡ 

 特産物…手すき和紙,カキ， 

あたたハマチ toレモン， 

安芸いりこ，菌床しいたけ,

銘菓「安芸弥栄」,きくいも花林 
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挑戦！豊かさと活力あるまち はつかいち

～夢と希望をもって世界へ～…廿日市市

1 沿  革

  昭和 31 年 9月 30 日，廿日市町・平良村・原村・宮内    

村・地御前村の合併により廿日市町となる。 

  昭和 32 年 6月 10 日，佐方（旧五日市町）の一部を編  

入する。 

 昭和 63年 4月 1日，市制を施行する。 

 平成 15年 3月 1日に佐伯町・吉和村と，平成 17 年 11

月 3 日に大野町・宮島町と合併し，現在に至る。 

2 市の自慢

(1)  瀬戸内海沿岸から西中国山地までの四季折々の自 

然が織りなす多彩な表情をもった都市である。 

(2)  宮島地域は，太古からの自然と国宝，重要文化財などの歴史的施設が多く，松島，天の橋立 

とともに日本三景の一つに数えられている。平成 8 年 12 月には嚴島神社がユネスコの世界遺

産に登録され，平成２４年７月には，ミヤジマトンボの生息地がラムサール条約に登録された。 

(3)  県内最高峰の恐羅漢山から続く高峰，冠山（1,339m）・十方山（1,318m）は，美しい自然景 

観を有し，太田川の源流である冠山水源域は水源の森百選にも選ばれている。水源域には，ブ

ナなどの広葉樹，八郎杉と呼ばれる天然杉の原生の森がある。また，森から湧き出る清水は，

良質のわさびを育み，清流や滝となり，ヤマメやアマゴの生息する渓流へと注いでいる。 

(4)  厳島を臨む大野瀬戸やカキ筏など，穏やかな瀬戸内の景観が楽しめる。 

(5)  大・小ホール，図書館，美術ギャラリーからなる廿日市市文化センターは，市庁舎との複合 

施設で，各種コンサート，企画展示など芸術・文化活動の拠点として多くの人に親しまれてい

る。 

(6)  廿日市市スポーツセンター，佐伯総合スポーツ公園を中心に，スキー場，乗馬クラブ，ゴル 

フ場などスポーツ施設が多数あり，年間を通じてさまざまなスポーツが楽しめる。 

(7)  「森林浴の森百選」に選ばれている県立もみのき森林公園は，広さ 400ha の広大な自然公園 

で，シンボルであるもみの木の群生が点在しており，多くの動植物が生息し，四季折々の豊か

な自然にあふれている。 

(8) 「宮浜べにまんさくの湯」や「スパ羅漢」，「吉和魅惑の里」など市内各所に温泉施設を備え，

心身共にリフレッシュできる。 

人 口…117,215 人（H31.4） 

 面 積…489.48k ㎡ 

 特産物…カキ,アサリ,もみじ饅頭,  

     小木工品,清酒,わさび, 

あわび茸,アマゴ,ヤマメ
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3 名所・旧跡 

・嚴島神社（世界遺産・国宝・国指定重要文化財）【宮島】 

・林家住宅（国指定重要文化財）【宮島】 

・厳島（国指定特別史跡・特別名勝）【宮島】 

・押ヶ垰断層帯（国指定天然記念物）【吉和】 

・瀰山原始林（国指定天然記念物）【宮島】 

・極楽寺本堂（県指定重要文化財）【原】 

・津田の大カヤ（県指定天然記念物）【津田】 

・速田神社のツクバネガシ（県指定天然記念物）【友田】 

・ベニマンサク群叢（県指定天然記念物）【友田・大野】 

・冠高原のレンゲツツジ大群落（県指定天然記念物）【吉和】 

・日蓮宗法塔（市指定重要文化財）【廿日市】 

・教覚寺山門（市指定重要文化財）【津田】 

・安井家母屋（市指定重要文化財）【浅原】 

・陶晴賢の墓（市指定史跡）【佐方】 

・桜尾城跡（市指定史跡）【桜尾本町】 

・廿日市本陣跡（市指定史跡）【天神】 

・折敷畑古戦場跡（市指定史跡）【宮内】 

・宮川甲斐守腹切岩（市指定史跡）【宮内】 

・西国街道松（市指定史跡）【桜尾本町】 

・中山城跡（市指定史跡）【河津原】 

・十王堂（市指定史跡）【津田】 

・長州戦争古戦場津田槇が峠（市指定史跡）【津田】 

・上田宗箇岩船の水（市指定史跡）【浅原】 

・石見津和野路石だたみ道（市指定史跡）【栗栖・中道】 

・八田家長屋門及び米蔵（市指定史跡）【玖島】 

・田中原１号～４号古墳（市指定史跡）【吉和】 

・勁操園（市指定名勝）【玖島】 

・羅漢山（市指定名勝）【中道】 

・大峰山（市指定名勝）【玖島】 

・万古渓（市指定名勝）【虫所山】 

・羅漢峡（市指定名勝）【栗栖・飯山】 

・極楽寺山氷河礫層（市指定天然記念物）【原】 

・シャクナゲ群生地（市指定天然記念物）【宮内】 

・高野槇の群落（市指定天然記念物）【羅漢峡・黒打谷】 

・大虫の枝垂れ桜（市指定天然記念物）【虫所山】 

・宮島町伝統的建造物群保存地区【宮島】 
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4 観光施設 

・女鹿平温泉クヴェーレ吉和（温泉）【吉和】 

・潮原温泉（温泉）【吉和】 

・フォレストアドベンチャー・広島＜もみのき森林公園内＞（アスレチック）【吉和】 

・めがひらスキー場（スキー）【吉和】 

・ウッドワン美術館（美術館）【吉和】 

・吉和魅惑の里（レジャー・キャンプ・温泉ほか）【吉和】 

・立野キャンプ場（キャンプ）【吉和】 

・ＭＲＣ乗馬クラブ広島（乗馬）【飯山】 

・スパ羅漢（道の駅・温泉）【飯山】 

・岩倉ファームパーク（キャンプ）【津田】 

・佐伯国際アーチェリーランド（アーチェリー）【津田】 

・極楽寺山キャンプ場（キャンプ・自然・動植物）【原】 

 ・妹背の滝（自然）【大野】 

・おおの自然観察の森（自然・動植物）【大野】 

・宮浜べにまんさくの湯（温泉）【宮浜温泉】 

・宮浜温泉グラウンド・ゴルフ場（グランド・ゴルフ）【宮浜温泉】 

・宮島水族館みやじマリン（水族館）【宮島】 

・宮島伝統産業会館（宮島彫り体験・もみじ饅頭手焼き体験・杓子づくり体験）【宮島】 

・紅葉谷公園（自然・動植物）【宮島】 

・宮島包ヶ浦自然公園（海水浴・キャンプほか）【宮島】 

・宮島歴史民俗資料館（資料館）【宮島】 


